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も 60％以上の小学校で補修が必要な状況におかれていた(World Bank, 2007)。このような状況は東
ティモールにおいてもみられ、1999年から 2000年に起きた紛争によって約 95%の教室が破壊さ
れるか深刻なダメージを受けた(World Bank, 2005)。学校や教室は国家を象徴している建物とみな











いて他の要因ほど困難な問題にはならないとも述べている(World Bank, 2005)。 
他方で、子どもたちの健康状態、性別、年齢、保護者の態度、学校での経験、就学前教育プログ










けている若者より紛争に自ら参加する割合が高く(Oyefusi, 2007)、紛争終結後 5年以内に 40％以上












































 2000 年以降の 15 年間で増え始めた紛争と教育に関する研究の多くは前述したように質的な議
論の分析であった。しかし、質的研究の問題点として「『現場』の実務家や研究者が考える紛争の
問題が研究アジェンダとされており、比較可能な国際的なデータや教育と紛争との間の複雑な相
互作用（Interaction）に関する議論」が欠けていたことが言われてきた(Barakat et al., 2009)。
他方で、紛争が教育に与える影響に関する量的分析がこれまであまり行われてこなかった原因の
一つとして、紛争下の開発途上国におけるミクロレベルデータや詳細な紛争を測るデータがほと






                                                   
2 例外としてコロンビアにおける国内避難民を事例とした就学年数に対する紛争のインパクトを分析した研究が




























(注)  表中において“－”は教育に対する紛争の負の影響、“＋”は正の影響を表し、0 は有意ではないことを表
す。 
また、表中で 2は女性に対して、3は男性に対してより影響を及ぼすことを意味する。 














(出所) UNESCO. 2011. The Quantitative Impact of Conflict on Education, Technical Paper No. 7, UNESCO 

















                                                   





いる研究もある(Justino et al., 2014)。当研究は、短期的な影響として 1999年に東ティモールで
発生した紛争の経験の有無が 2001 年時の学校の出席状況に影響を及ぼすか、そして長期的な影














 最近では、ルワンダにおける 1994年の虐殺が 2002年時点の若者の就学年数に与える効果につ
いて初等教育と中等教育に分けて推定したうえで、初等教育では紛争による退学の増加が就学年
数の低下の要因になっているのに対して中等教育では紛争による就学率の低下が就学年数の低下
の要因になっているとする研究(Guariso et al., 2015)や、1981年-1993年に発生したインド・パ
ンジャブ地方の紛争が当時 6 歳-16 歳であった子どもたちへの家庭の教育支出に与えた影響を推















ものであり、結果として 1年の経験か 0年の経験となっている。 




































                                                   
7 Collier, Paul. 1999. 
8 Sambanis. 2002. Sambanisの先行研究で教育と紛争について Collierの研究のみが明示されていることは
Østby, 2010においても述べられている。  


























































































ている(Coleman et al., 1966)。 
コールマン・レポートの学校外要素の方が生徒の成績に対する影響力が大きいというこの結論
は教育産業や専門家に大きなインパクトを与えるものであったが、他方でその後の学校効果研究








カンバーらの研究(Comber et al., 1973)は開発途上国を含めた初期の学校効果研究として有名
である。当該研究は、学力評価国際協会(IEA: International Association for the Evaluation of 
Educational Achievement)が実施した先進国・開発途上国を含めた 19 ヶ国の学校評価調査の量
的データを比較分析した。具体的には校長・先生・生徒に対する 400 項目以上の質問（変数）か








































































































問題を提起している(Heyneman et al., 1983)。まず、①低所得国での量的データは社会経済的地
位の変化が乏しく、分析結果が現実を反映していないという問題である。例えば低所得国では生















































(McEwan et al., 2004)。シューハルトはさらに踏み込んで平均社会経済レベル、留年割合、再入
学した生徒の割合等から構成される学校構成要素が学校プロセスの効果に対してどのような影響
を与えるかを研究している(Schuchart, 2009)。 
 また、ハーバーは南アフリカ共和国において人種的背景が全く異なる 3 つの学校を例にとり、
これらの学校を定性的に研究することでこれまでの西洋諸国における学校効果の特徴を開発途上







ラ・アフリカの 14ヶ国を対象として学校要素の影響力を分析した研究(Lee et al., 2005)やマラウ
ィにおいて教師の質を向上させるための要素を模索した研究(B. Fuller et al., 1991)、グアテマラ
における複数言語による教育と生徒の学校成績との関係を分析した研究(Enge et al., 1996)、ある
いはタンザニアにおける学校外要素と生徒の学校への出席状況との関係を定量的に分析した研究




















析することが可能となっている(The World Bank, 1989)。 
また、学校効果研究を分析するうえで使用されるフレームワークは下図に示す 1995 年に世銀
が公表した概念的フレームワークが最も有名であり、その後の様々な学校効果研究においても引
用されている。教育の質を定義する要素は 4 つに分けることができ、学校外からの Supporting 










図 4：概念的フレームワーク: 学校効果を決定する要素 
 
(出所) Heneveld et al., 1995、Schools count: World Bank Project Designs and the Quality of Education in Sub-




































































































(注)  a. t値記載論文・標準誤差記載論文・P値記載論文の国家数の合計は 36ヶ国であるが、これらの 3種類の論
文をまたいで 3 ヶ国の同一国家を対象とした論文が存在するため、表中ではこれらを差し引いた実際の対象
国家数を合計として示した。 





(注)  下線が引いてある国家は異なる検定結果を記載した研究間で同一国家を対象としている国である。 
(出所) Bacolod, M. P. and Tobias, J. L. 2005, Behrman, J. R., Khan, S., Ross, D. and Sabot, R. 1997, 
Abraha, S. et al. 1991, McEwan, J. 1998, Lockheed, M. E. and Zhao, Q. 1993, Lockheed, M. E. 
and Komenan, A. 1989, Raudenbush, S. W. and Bhumirat, C. 1992, Trowbridge, M. and 
McEwan, P. J. 2007, Nguyen, P. L. 2006, Kingdon, G. G. and Teal, F. 2006, The World Bank. 
1989a, The World Bank, 1993, The World Bank. 1988, The World Bank. 1990, The World Bank. 
1997, The World Bank. 1998, Loxley, W. 1983, Marope, P. T. M. 1996, Lockheed et al. 1989, 
Bedi et al. 1999, Ammermuller et al. 2004, The World Bank, 2000, Psacharopoulos, 1987, 




4.2.1 Income Levelの確定 
 









発途上国」を Income Level から確定した後に、前項で抽出した研究データセットを「開発途上
国」のみに限定する。 
本研究における各国家の Income Level の把握、及び開発途上国の確定は、世界銀行の『世界開
発報告』に記載されている国民一人あたり GNI(GNI per capita)を基礎とした。 
ただし、各国の Income Levelの確定には注意するべき点が 2つある。 
1 つ目は、過去の学校効果研究の使用している量的データの採集年が各研究によって異なって
いる点である。現在の各国 GNI per capitaと量的データの採集年の各国 GNI per capitaは当然
異なる。それにも関わらず、現在の各国 GNI per capitaによって開発途上国を確定すれば、当時
の経済状態の下での学校効果に対する影響力と現在のそれとの間にずれが生じてしまい、比較の
正確性が損なわれる。そこで本研究では、抽出した各学校効果研究が使用している量的データの
採集年における対象国家の GNI per capitaを求めた。 
2 つ目は、異なる国家間では物価指数も異なるため、実際の GNI per capita とその国家での





ータ採集年時における購買力平価を考慮した GNI per capita（GNI per capita (PPP)）を『世界
開発報告』から求めた。ただし、『世界開発報告』では GNI per capita (PPP)の記載は 1996年か
ら始められたものであり、それ以前については記載がない。そこで、1996年以前にデータの収集
が行われた国家の当該年の GNI per capita (PPP)については、当該国家の 1996年から 2012年ま
での各年について GNI per capita (PPP)と GNI per capitaの比率を計算し、その比率の平均をデ
ータ収集が行われた年の当該国の GNI per capitaと掛け合わせることで導出した（表 7参照）。 
このようにして把握した各国の Income Level は、研究データセットの抽出の基準として開発
途上国を確定するために使用した。世銀の経済指標が示している上位中所得国以下の国家の
Income Levelは、各年によって異なるものの、概ね GNI per capita (PPP)が 9000~10000$以下






行っている個別の分析（研究）は 72分析、対象としている国家の総数は 30ヶ国となった。 
 
表 7：各国データ採集年における GNI per capita (PPP) 
  
(注)  1996年以降の GNI per capita (PPP)は『世界開発報告』の数値をそのまま使用しているが、それ以前の年
の GNI per capita (PPP)については、1996~2012年までの世銀が示す GNI per capitaを使用して筆者が
推定した。 










                                                   
11 チリは、世銀の『世界開発報告』において高所得国とはされていない。それは『世界開発報告』は所得の基準
を GNI per capitaで考えているためである。しかし、学校効果研究においては購買力平価を考慮した GNI 



























































































び使用されているオスロ国際平和研究所(International Peace Research Institute, Oslo: PRIO)及
びウプサラ大学の紛争データ・プログラム(Uppsala Conflict Data Program: UCDP)の統合デー
















                                                   






















































































Student's House Facilities (Family)
School Expenditure per Pupil (School)
Student's Home Support (Family)
School Facilities (School)
Pupil / Teacher Ratio (School)
Number of Student's Family (Family)
Student's Parental education (Family)
Student's Books at Home (Family)
Student's SES (Family)




































群」の「Student’s Books at Home」が有意であったのに対して「生徒に関する変数群」と「教師
に関する変数群」の変数は全て有意にはならなかった（表 12参照）。 
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経験のある国家で増大するが、「Expenditure per Pupil」や「Pupil/Teacher Ratio」は逆に減少
している。また、「生徒の家庭に関する変数群」（図中では Family）についても、「Number of 
Student’s Family」や「Student’s Parental Education」は紛争経験のある国家では有意となる変
数の割合が増大するが、その他の変数では減少している。このような傾向は負の有意変数割合の
場合でも同様に見られ、「Student’s House Facilities」や「Teacher Gender」は紛争経験がある国













































「学歴(Education)」は 13研究中 10研究が有意ではなく、教師の「経験」にいたっては 9研究中















（３） School Characteristics （「学校の特徴」） 
 




 まず、「設備」について述べる。「設備」は紛争を経験した国家では 13研究中 9研究が有意であ
り、かつ全て正に有意である。それに対して紛争経験のない国家では 13研究中、有意であるのは
















































































































中等学校 9 学年の全生徒に対する最終学力試験データ及び 2015 年までの教育マネジメント情報















期に 3分の 1の国家において紛争が発生していた(Blattman et al., 2010)。紛争の形態は政治問題
や領土問題、テロとの戦いや内戦など、当該国家の文化的・歴史的背景によって様々であるが、
紛争を経験する国家の多くは貧困の状況が比較的厳しいことが共通点として挙げられる。ブラッ
トマンらの研究によれば、一人当たり GDP が下位 20 パーセンタイルの国家は上位 20 パーセン







図 11：紛争発生率と一人当たり GDP（パーセンタイル）との関係（1960年-2006年） 
 
(注)  図はノンパラメトリック Fan Regressionの結果。 




(注)  東ティモールは 2006年に発生した紛争をもとに GDPを計算。 
(出所) Strand et al., 2010をもとに筆者作成 
 
東ティモールは 2002 年に独立を果たした新しい国家であるが、その歴史は長い紛争とともに
ある。特に 1975 年のインドネシアによる侵攻以降の 10 年間の紛争及び 1999 年の独立投票に伴
う紛争では多数の死者や負傷者が発生しており、1999年の紛争に至っては国連安全保障理事会に
よって国際軍が派遣されるほどに深刻な状態であった。この頃の東ティモールの一人当たり GDP
（2000 年）は世銀のデータによれば 434.4 米ドルであり、2000 年における世界の国と地域の一
人当たり GDP の 20 パーセンタイル（475.9 米ドル）以下の国家として、世界的な基準に照らし
て紛争が発生するリスクが高い状況にあったと言える13。 
                                                   















































ル）に植民地支配されていた。第二次世界大戦中の 1942年から 1945年の 3年間は日本軍に占領
されていたが、戦争が終結すると東ティモールは再びポルトガル領に復帰した。しかし、1974年

















































しており、ドン・ボアベンドゥラ側に 2万 5000人の死者が出たと言われている(CAVR, 2013)。 















                                                   










































 フレティリンは約 1 万人の兵力によって東ティモールを防衛するべく準備を進めていたが、イ
ンドネシアが 12 月 7 日にディリに対して総攻撃を開始すると、ディリを放棄して全国の内陸部
に避難した。東ティモールの主要都市を制圧したインドネシアは 1976年 7月 17日に公式な併合
を宣言したが、フレティリンによって支配されていた内陸部に対する掃討作戦(Operation Seroja)
は 1979 年まで続き、特にエルメラ及びスアイの山岳部に対する激しい空爆によって多くの死者








図 15：東ティモール真実和解委員会に報告された 1974年から 1999年までの市民の死者数 
 

















1991 年 10 月末、ポルトガルの議員団が近くディリを訪れてシャナナと会談するという噂を聞
いていた若者たちがディリで独立のアピールをしようと集まっていたところ、準備に関わってい
                                                   


















表した。こうして東ティモールの独立はついに現実のものとなり 1999 年 9 月に独立投票が行わ
れることとなったが、そのことが独立投票前後の大規模な紛争を引き起こすことになるのである。 
 
5.2.3 東ティモール独立に伴う 1999年の紛争 
 














した。そして 1999 年 8 月 30 日、東ティモールはインドネシア主権の範囲内での自治権獲得か、














行為はさらに悪化し大規模なものとなっていった。9 月 5 日のディリ教区での大規模な破壊行為







め、9月 20日に Inter FETの第 1陣がディリに到着した。しかし、InterFETの到着に前後して
撤退を開始したインドネシア軍と自治権支持派民兵は撤退の際に東ティモール全土に対して焦土
戦術(Scorched Earth Tactics)を展開し、東ティモール全土の 70％以上の建物及び主要インフラ
を破壊したほか、避難する多数の住民を脅迫、暴行及び殺害した(CAVR, 2013)。 
Inter FETは到着から1ヶ月程度で東ティモール全域を掌握し、治安は徐々に回復し始めたが、
CAVRの公式記録によれば Scorched Earth Tacticsに伴う破壊・殺戮行為によって東ティモール
全人口の半数にあたる 55 万人が家を追われ、そのうち西ティモールへ避難した難民は東ティモ
ールの人口の約 3分の 1にあたる 25万人にのぼるとも言われている。 
その後 10 月 20 日、インドネシア国民協議会は東ティモール独立を承認し、「国連東ティモー
ル暫定統治機構」（UNTAET）の設立が決定した。そして、約 2年半のUNTAETによる行政統治





東ティモール独立を決める投票の結果が発表された直後の 1999 年 9 月 4 日から東ティモール
住民の西ティモールへの流出が始まった。彼らは難民として西ティモールのケファやトアプカン
の難民キャンプへ移動したが、移動先の難民キャンプは分散が激しくベル地区だけでも 120カ所
以上の難民キャンプがあり、難民の数も 18万 5千人に達していた。 
しかし、これらの難民の多くは西ティモールへ自主的に避難したわけではない。彼らの中には
インドネシア軍及び民兵によって強制的に連れ去られた者が多く、難民キャンプ内では性的暴力
                                                   
19 ただし、インドネシア軍が侵攻する直前の 1975年 11月 28日に、フレティリンが東ティモールの独立を宣言

























for Reception, Truth and Reconciliation in East Timor: CAVR）が公表した最終報告書20によれ
ば、1974年から 1999年までの間に少なくとも 5,120人の一般市民が殺害され、負傷者に至って











                                                   
20 Chega!: the final report of the Timor-Leste Commission for Reception, Truth and Reconciliation (CAVR) 















(出所) Chega!: the final report of the Timor-Leste Commission for Reception, Truth and Reconciliation (CAVR), P.509 
























(出所) Geoffrey, 2003をもとに筆者作成 
 








































段」となっていったのである(Millo et al., 2004)。1738年にオイクシのリファウに最初のドミニ
コ会神学校が建てられると、1863年には最初の大学がディリに誕生し、それに続いてイエズス会
の大学や学校などが各所に建てられていった(Millo et al., 2004)。 






た東ティモール人は極端に少なかった。1909 年においても全国の学生数は 17 校 1,937 人に留ま
っており、18 年後の 1937 年には 2,979 人にまで増えたものの当時の人口が約 46 万 4,000 人で
あったことを考えれば、ポルトガル統治下の東ティモールではいかに教育が普及していなかった












いる。東ティモールでは 1972年までに全人口の 10%にあたる 60,000人が小学校に入学しており
(Butcher et al., 2015)、ポルトガル支配が終わる前年の 1974年には純就学率は小学校就学年齢人
口の 53%に達していたと言われている(Millo et al., 2004)。しかし他方で、当時 200人いた教師
のうちポルトガル人教師は 16 人のみであり、残りの東ティモール人教師は 1 年間の教員訓練を






















た。インドネシアの教育システムは以下に示す通り、まず就学前教育が 5 歳から 6 歳を対象とし
ており、その後 7歳から 6年間の初等教育が始まる。中等教育では 3年間の普通科と専門科に分
かれ、普通科を卒業した生徒はさらに 3 年間の普通高等教育あるいは高等専門学校に進学するこ











り、小学校は 293校で 68,709人、中学校は 19校で 2,474人を記録した。特に中等学校の入学者
数の増加は著しく、1979年には入学者数は 196名であったのに対して翌年の 1980年には 2,121
名にまで増加した(Provincial Government of Timor Timur, 1993)。 
そして、正常化・統合期間に入る直前の 1984年からは教育の拡大がさらに加速し、1986年ま
でには小学校は 540 校まで増加するとともに約 13 万人が小学校に在学するまでに至った
(Pedersen et al., 1999)。インドネシア政府ティモール県庁発行の統計によれば、1984年から 85





かけてほぼ 2倍に増加した(Provincial Government of Timor Timur, 1993)。 
 
図 19：初等学校在学生徒数及び小学校数の推移 (1976年-1993年) 
 
(出所) Timor Timur Dalam Anga 1993をもとに筆者作成 
  
図 20：中等学校在学生徒数及び中学校数の推移 (1976年-1993年) 










































































図 21：新規識字者数と累積識字者数の推移 (1980年-1992年) 
 






な紛争が発生し、同年 10月から 2002年 5 月に独立するまでの約 2年半の間、UNTAET による
行政統治が始まった。国民投票後から激しくなった暴動や殺害行為及びインドネシア軍の撤退に
伴う大規模な破壊行為によって、UNTAETによる統治が開始されるまでには「東ティモール全土
の 95%の学校は何らかの損害を被っており 5校に 4校は破壊されていた。また、東ティモール人




























 世界銀行によれば、1998/99 年度において小学校は全国で 788 校あったが、紛争後の 2000/01
年度までに再開できたのは 707校に留まっており、紛争による負の影響が垣間見られる23。 
 
表 15：小学校数及び小学生数の推移 (1997/98年度－2002/03年度)  
 
(注)  1997/98年度及び 1998/99年度はインドネシア統治時代ではあるが参考データとして記載した。 






増加傾向を示している。学生数は 1998/99 年度が 16 万 7000 人であったのに対して紛争後の










には教師数の著しい減少と関連して生徒一人当たり教師数が 25 人(1998/99 年度)から 62 人
(2000/01年度)に劇的に増加していることになり、その場合には教育の質の問題が相当に深刻であ
ったということになる。 
1998/99 年度から 2002/03 年度までの初等・中等・高等教育の純就学率は下図に示すとおりで
ある。インドネシア撤退前の 1998/99 年度から 1999 年の紛争期間にわたって純就学率に大きな
                                                   


















図 22：初等・中等・高等教育の純就学率(NER)の推移 (1998/99年度-2002/03年度) 
 
(注)  1998/99年度はインドネシア統治時代ではあるが参考データとして記載した。 







                                                   
24 1999/00年度は学校が再開されていないので前年度までに在学していた者は 1999/00年度も在学していると見
做している可能性が高い。 
25 Timor-Leste Living Standard Measurement Survey 





























 インドネシア政府は表向きには、多くの難民の子どもたちに対して 3 段階の教育支援を提示し
ていた。すなわち、第 1 段階として、キャパシティがある限り難民の子どもたちは現地の小学校
へ組み込まれる。第 2 段階は、難民の数が多い場合には難民の子どものために午後の授業を開設










 東ティモールが 2002 年 8 月に正式に独立を果たすと、国際支援のもと東ティモールの教育シ
ステムの再構築が進んだ。2002年には国家開発計画(Naitonal Development Plan)が策定され、




国家開発計画に基づき、2005年には国家教育政策 2005年-2009年 (National Education Policy 
2005-2009)が策定され、教育のアクセス及び質の拡大のほかカリキュラムの策定や教師の質の向
上など具体的な戦略的優先事項と評価指標を決定した。また、初等教育入学年齢を 6歳に設定し、
初等教育 1学年から 9学年までを基礎教育(Basic Education)として義務教育化と無償化を再確認
している(Republica Democratica De Timor-Leste Miniserio Da Educacao, Cultura, Juventude 
E Desporto, 2005)。 
その後 2007 年には国家教育政策 2007 年-2012 年が新たに策定され、2020 年までに全ての東
ティモール人に対して教育を普及させることをビジョンとしながら、今日まで続く新たな教育シ































表 16：小学校数及び小学生数の推移 (2002年度－2015年度)  
 
(注 1)  2002年データは参考情報としてWorld Bank 2004より抜粋。 
(注 2)  2003/04年度は参照可能データが存在しないため空白になっている。 
(注 3)  2010年より学校年度の開始日が変更され 1月 1日から 12月 31日までとなった。 
(出所) Ministerio Da Educacao, National Education Strategic Plan (NESP) 2011-2030及び EMISデータをも
とに筆者作成 
 
東ティモールが独立した 2002/03 年度から 2015 年度までの各教育レベルの純就学率の推移は








図 24：初等・中等・高等教育の純就学率(NER)の推移 (2002/03年度-2015年度) 
(注 1)  2002年度はWorld Bank 2004の MICS2002データによって推定された NERを参考として記載した。 
(注 2)  2003/04年度は全ての教育レベルでデータなし。高等教育は 2002/03年度－2005/06年度までデータなし。 







































図 25：言語ごとの識字率(10歳以上)の推移 (2004年及び 2010年) 
 




として補助的に使用するに留める教育言語政策を採用した(Plan and UNICEF, 2009)。東ティモ
ールの使用言語の現状と合致しないこの教育言語政策はその後の識字率の低迷を招くことになっ
た。2010年における識字率はポルトガル語が 2004年と比較して約 2倍の 26%にまで上昇したも
のの依然として社会で機能し得る言語というには程遠い。他方で、実際社会において使用されて




































よる統治と教育の関係は、ポルトガル政府が教育の普及を始めた 1960 年代の 10 年間、その後
1975年からのインドネシアによる占領に伴う紛争あるいは混乱期間である 10年間、1985年以降
の正常化・統合期間と教育普及の拡大の期間、そして 1999 年の東ティモール独立に伴う紛争と
































図 26：出生コーホートごとの初等中等学校修了率の推移１ (1929年-1995年) 
 




















































































































































































































図 27：出生コーホートごとの初等中等学校修了率の推移２ (1929年-1985年) 
 
(出所) Living Standards Measurement Survey (LSMS) 2007データより筆者作成 
 
 また、小学校及び中学校の卒業生数の推移からも紛争の影響が垣間見られる。下図はインドネ









































































































































































































図 28：小学校及び中学校の卒業生数の推移 (1976年-1993年) 
 




























































































































































                                                   
27 詳しくは、筒井純也・不破麻紀子、2008年「マルチレベル・モデルの考え方と実践」理論と方法、数理社会
学会、Raudenbush, S. W. and Bryk, A. S. 2002. Hierarchical Linear Models: Applications and Data Analysis 







































𝑌𝑖𝑗 =  𝛽0𝑗 + 𝛽1𝑗𝑥𝑖𝑗 + 𝜀𝑖𝑗 







𝑌𝑖𝑗 =  𝛽0𝑗 + 𝜀𝑖𝑗 






























𝑌𝑖𝑗 =  𝛽0𝑗 + 𝛽1𝑗𝑥𝑖𝑗 + 𝜀𝑖𝑗 


















𝑌𝑖𝑗 =  𝛽0𝑗 + 𝛽1𝑗𝑥𝑖𝑗 + 𝜀𝑖𝑗 
𝛽0𝑗 =  𝛾00 +  𝜇0𝑗 


















𝑌𝑖𝑗 =  𝛽0𝑗 + 𝛽1𝑗𝑥𝑖𝑗 + 𝜀𝑖𝑗 
𝛽0𝑗 =  𝛾00 + 𝛾01𝑧𝑗 + 𝜇0𝑗 







𝑌𝑖𝑗 =  𝛽0𝑗 + (𝛾10𝑥𝑖𝑗 + 𝛾10𝑧𝑗𝑥𝑖𝑗 + 𝜇1𝑗𝑥𝑖𝑗) + 𝜀𝑖𝑗 
𝛽0𝑗 =  𝛾00 + 𝛾01𝑧𝑗 + 𝜇0𝑗 
 






 なお、ランダム切片における z 変数は各学校の試験点数の平均点の差を説明する。ランダム切


































D = −2log𝐿∗ 
 また、モデルのあてはまりを考える逸脱度のほかに、予測の良さを示す統計モデルの選択基準
として AIC（Akaike’s Information Criterion：赤池情報量基準)もしばしば利用される情報量基準
である。AICは以下のように定義される。ここで kは最尤推定したパラメータの数である。 
AIC = −2log𝐿∗ − 2𝑘 















 分析に使用するデータは東ティモール教育省から使用の許可を得た Education Management 














に行われた学力試験の試験結果データ及び 2014 年度作成の学力試験ガイドライン(Democratic 






学（Ciências Físico-Naturais）、地理・歴史（História e Geografia）の 5教科で行われる。ま
た高等学校の最終学年（12学年）の学力試験は普通科高等学校及び技術科高等学校ごとに異
なる試験が行われ、さらに普通科高等学校では社会科学科（文系）及び科学技術科（理系）ご










一回目の学力試験は 11月 4日から 6日、第二回目が 11月 7日から 10日までの日程で行われた。














































































































































ている。このうち、卒業要件の基準は全科目の平均点が 28 点以上、つまり全科目合計点の 50％
以上の得点を獲得することが必要とされている。ただし、東ティモール学力試験ガイドラインに
よれば、この 28点をさらに試験科目数で割ることで各科目が負担する平均点を 5.6点（28 / 5 = 




そのうち 91％にあたる 20,317 人が合格した。各県別でも合格者数は概ね 90%台であるが、首都




表 19：2014年度東ティモール中等学校 9学年学力試験合格者数 
 
(出所) Democratic Republic of Timor-Leste Ministry of Education, Manual Do Exame Nacional (Internal 
document)をもとに筆者作成 
 
















(出所) Democratic Republic of Timor-Leste Ministry of Education, Manual Do Exame Nacional (Internal 
document)をもとに筆者作成 
 
本稿で使用する 2015 年度の中等学校学力試験は、2014 年度学力試験とほぼ同日程で 2015 年
11月に実施された。東ティモール教育省カリキュラム課より入手した 2015年度データは全 13県
254校の全受験者のうち前述した合格ライン（各科目の平均点の負担点が 5.6点以上である場合、
あるいは 2科目までが 4.0点～5.6点であったとしてもその他の科目と合計して 28点以上である
場合）を越えた受験者のみの 22,256名分のデータであり、不合格者は含まれていない。そのため、
全受験者数は当該 2015 年度データでは不明であるが、後述する EMIS データによれば中等学校
9 年生の 2015 年度在学生総数は 22,414 名であり30、当該総数を全受験者数と推定する場合には
2015年度の 9年生総数に対する合格者の割合は 99.3%と非常に高いと言える。 
ただし、下表で示すとおり、いくつかの県では学力試験データの合格者数が同年度の EMISデ
ータにおける全生徒数を上回っており、また、9 学年を受け持つ中等学校は EMIS データでは全






















































る新 1年生に対して詳細な個人データを収集するとともに、新入生一人一人に付与する EMIS ID











図 33：東ティモール EMISの進学データ収集の例 
 
(出所) Democratic Republic of Timor-Leste Ministry of Education, Timor-Leste Country Report of 
Global Initiative on Out-of-School Children(未公表)をもとに筆者作成 
 
 





















 2014年末時点で教育省 EMISデータベースには 61万人の生徒の個人情報、延べ 298万人の進
学状況情報、1万 5,000人の教員の個人情報、延べ 21万人の教員在職情報及び 1500校の毎年度
の学校情報が管理されている。 
 




EMIS課がデータベースで管理している 2015年度の学生総数は 40万 9,604名であり、このう
ち 9学年に在籍した学生は 2万 2,414 名であった。9 学年を受け持つ中等学校は全国で 265校あ
り、当該中等学校に在籍する教員は 4,317 名である。9 学年に在籍する学生の現住所は郡レベル
で全 65郡に分布し、地区レベルでは全 470地区、村レベルでは 919村であった。 


































































































れている 9 学年の生徒を 2015 年度に在籍した学生として選別し、当該生徒データと学校データ
を結合した35。 
しかし、教員データと生徒データの結合には一つの問題が生じる。9 学年を受け持つ中等学校
                                                   
34 EMIS課は 2016年度より新しい学校情報の質問票に移行し、これらの問題は改善されている 
35 なお、生徒及び教師の年齢は、データの結合の際に、各個人の生年月日をもとに学校年度開始年月日である
2015年 1月 1日を基準として計算した。 
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に在籍する教員は 2015 年度において 4,317 名いるが、前述したように東ティモールでは教員が
受け持つ学年やクラスが日々の体制のなかで変化するため、情報を年に一度だけ収集する EMIS






































の別途の学校に所属する生徒であった36。従って、251 校のうち 2 校については在籍する生徒ご
とに EMISデータ上の 4校と照合させたため、合計では照合可能な中等学校は 253校となり、全
生徒数は 22,108名となった。 
 




 さらに、学校名の照合を行った学力試験データにある 253校 22,108名の全生徒に彼らの EMIS 






の一部分を子どもの氏名のミドルネームに使用することが多く、例えば、Jose Paulo Amaral Da 
Costa という名前では、Paulo 及び Amaral はそれぞれ父親と母親の名前から取っている。この
名前はさらにミドルネームの略記を伴い、例えば Jose P. A Da Costaのような形態で登録されて
いる場合が多い。他方、Jose Da Costa という名前は東ティモールでは一般的な名前として広く
使われており、そのように名付けられた子どもも多い。同一学校内で例えば Jose P. A Da Costa
と Jose M. S Da Costaのようにミドルネーム以外は同一氏名の生徒がおり、学力試験データには







































を確定するために出生場所情報を全 13 県の県名で照合した。次に、EMIS では県データの下に


















 生徒の出生場所情報に関する照合作業の結果、県名での照合では 2,064件、郡名では 2,387件、





































(Kreft and de Leeuw, 2006)。その基準についてバシリ及びヴァンデンリーデンはグループ数が
30、60及び 150の場合に必要な最低データ数をそれぞれ 30、25、5件と示している(Bassiri, 1988; 










である 1グループあたり 5件を基準として、学生データ数が 5名未満の学校の学生データを最終
データセットから削除することとした。 
 この結果、本分析に使用する学力試験と EMIS の結合データは最終的に東ティモール全 13 県
201校の 9学年に在籍する 8,369名の学生データとなった。 
 





































































































                                                   
37 東ティモールにおける学校の卒業率に対する紛争の影響を分析したジャスティノらの研究では県ごとの死者数











る(Verwimp et al., 2012)。また、世銀及び東ティモール統計局が行った社会調査 Timor-Leste Living 
Standard Measurement Surveys (TLSS)を使用した小学校就学年齢における紛争経験が小学校卒業の
有無に与える影響を分析したジャスティノらによる研究では、東ティモールで過去に発生した紛
争の期間中に個人が小学校就学年齢（7歳から 12歳）であり、かつ紛争が発生した県で個人が出
生した場合38を 1として、該当する年齢ごとに最小 0から最大 6（小学校就学年齢の全ての期間で
紛争があった場合）までのカテゴリー変数を紛争経験変数として生成している39(Justino et al., 2014)。 
本研究における紛争経験変数も上述のヴァーウィンやジャスティノの分析で示された手法と同
様の方法でダミー変数及びカテゴリー変数の両変数を生成するが、前項で述べたように本稿では






まず、2015 年現在で 9 学年の学生が紛争の発生した場所で混乱期間も含めて紛争が終結する
2002 年までに出生した場合に 1 とするバイナリー変数を作成する。紛争経験変数のダミー変数
𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡は以下のように表すことができる。 
 
𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡 = 生徒の出生県 dで出生コーホート t の出生後に紛争が発生した場合は 1 
 








                                                   
38 ジャスティノらの研究では個人の出生場所である県は彼らが小学校に在籍していた県であると仮定している。 
39 ただし、1999年の紛争に限って言えば、紛争は 1年間のみであることから最大 1のダミー変数となる。 
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 これらの基準によって 2015 年度の中等学校 9 年生を紛争（1999-2002 年）の経験者と未経験者
とに選別した結果は以下の通りである。分析に使用する 9 学年生徒全 8,369 人のうち 43.6%にあ
























ここで、iは 9学年の個人、dは生徒 iの出生県、tは生徒 iの出生年であり、出生コーホート t 








1999 年から 2002 年までのあいだに紛争が発生した県で出生したコーホート t のそれぞれの紛
争経験年数は下表に示したとおりである。2015年時の年齢が 13歳の個人は 2002年時に 0歳であ
り紛争に晒された年数は 1 年、14 歳の個人は 2 年、15 歳の個人は 3 年となり、16 歳以上の個人
は全て 4 年となった。なお、紛争を経験した県で出生した者のうち 2015 年時点で 13 歳未満の全
学生及び 13 歳以上であってもその他の県で出生した学生については紛争経験年数を 0 年として
いる。 
ただし、本稿では紛争及びその後の混乱期間を 1999 年の紛争発生時から 2002 年の東ティモー














が 0年であった学生はバイナリー変数と同様に 43.6%であり、紛争経験が 1年間であった割合は
4.2%、2 年間の割合は 12.8%、3 年間の割合は 11.4%、そして 4 年間の割合は 15.3%であった。
なお、紛争経験年数を測る構造上、2015 年時点で 13 歳から 15 歳の学生以外は全て紛争経験年
数が 0年あるいは 4年となることには注意を要する。 
 



















































































66 校、次いで 0‐0.5 年が 54 校であり、その後は平均紛争経験年数が上がるとともに学校数も増




                                                   



















学校を紛争経験がある学校として 1 とした。その結果、分析に使用するデータにある 201 校のう






















6.5.1 中等学校 9学年全国学力試験 
 
























                                                   
















 さらに、県別の学力試験平均点は下表に示すようにオイクシ県が最低点の 29.70 点、コバリマ
県が最高点の 31.86 点であった。オイクシ県は各科目で点数が低い傾向にあるが、特に物理・化
学及び地理・歴史科目で著しく低い。オイクシ県が最低点である理由は定かではないが、オイク
シ県は子どもの貧困指数（Child deprivation index）及び標準体重以下の幼児割合が 13県で第 1
位であるほか2010年の初等学校純就学率も13県のうち最も低い(Democratic Republic of Timor-






















(注 1)  学校レベル変数については平均学力試験に対する単回帰分析結果(t値) 











数(𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡)であり、それぞれの平均値は 0.44 及び 1.25 年であった。これは、学生のほぼ半数が紛
争を経験しているものの、紛争経験年数が 0 年である紛争未経験者(4,722 人)と紛争経験 1～2 年
の学生(1,416 人)の合計が全生徒数の 70％程度を占めており、紛争終結後 13 年が経過した 2015























































表 48：出生時及び 2015 年時の居住県別の紛争経験 (𝒄𝒍𝒔𝒅𝒕)の有無による学生数の分布及び学力試験
平均点の差の検定統計量 (t値) 
  
















力試験平均点はそれぞれ 30.61 点及び 30.64 点と大きな差が見られず、両グループの平均点の差
の t 検定結果も有意とはならなかった。さらに、紛争発生県グループと紛争未発生県グループの






























(注 1)  学校レベル変数については平均学力試験に対する単回帰分析結果(t値) 











なお、過去の留年回数が 8 年である理由は、EMIS データが信頼性を維持しうるレベルでトラ







いが、PISAのデータにおいても社会経済文化的背景指標値(The Economic, Social, and Cultural 
Status: ESCS)を生成する 3つの変数に両親の教育レベルを入れていることや、下表に示す通り、





























最貧困層 貧困層 中間層 富裕層 最富裕層














よる 2 群の平均点の差の t 検定、及び各変数と紛争経験の有無(𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡 )との二元配置分散分析
(ANOVA)の結果を算出した。 





















表 51：個人・家庭の特徴ごとの紛争経験 (𝒄𝒍𝒔𝒅𝒕)による学力試験平均点、t検定及び分散分析の有意性（F値）   
  
(注 1)  分散分析(ANOVA)で紛争要因に対する分散分析「紛争と学力試験点数の F値」については、表中１列目の
紛争の有無による１元配置分散分析結果で代替できるので省略したが、全ての要因で紛争要因のＦ値は有
意でなかった。 






















表 52：変数の記述統計量及び学力試験に対する単回帰分析結果  
 
(注)  *: P<0.1, **: P<0.05, ***: P<0.01 
(出所) 筆者作成 
 
表 53：学校レベルにおける学校及び教師の特徴に関する数間の相関係数の比較  
 





























                                                   
43 なお、学校レベルにおける正規教員率、平均教員期間、平均教員年齢及び平均教育レベルのみで相関係数を計
算した場合には観測数が 200となり、正規教員率と平均教員期間は 0.75、正規教員率と平均教員年齢は 0.58、正
規教員率と平均教育レベルは 0.25（外れ値を除いた係数は 0.57）であった。また、個人レベルのデータをもとに



































散が 1 を超える主成分とすることが一般的であるが、学校設備に関する 9 変数の主成分分析では
第 3主成分までの固有値が 1を超え、9変数全体の情報の約 6割(58.8%)が第 3主成分までに集約
された。本稿ではこの 3つの主成分を学校設備に関する変数としてモデルに投入する。 
 
                                                   
45 東ティモールの若者(15-24歳)の失業率は 2010年時点で 24%である(Democratic Republic of Timor-Leste 






表 54：学校設備に関する 9変数の主成分分析結果（固有値、寄与率、累積寄与率） 
 









量を第 1～第 3 主成分まで元の変量ごとに導出し、学校に関する変数が各主成分とどのように相
関しているかを考察した。各変数の主成分負荷量からは、まず、第 1 主成分では図書館、食堂、
図工室、職員室及び校長室の有無に関する負荷量が 40%を超えており「学校建物」を表している






















表 56：主成分分析から導いた学校設備に関する変数の統計量及び学力試験に対する単回帰分析結果  
 




























(注)  ピアソンの積率相関係数、N=8212 































































(注)  各変数をつなぐ実線上の統計記号は対応する分析モデルの回帰係数及びランダムパートの係数 
(出所) 筆者作成 








ヌルモデル 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝜀1𝑗  





差𝜇0𝑗 + 𝜀1𝑗に占める割合（級内相関: ICC）が大きいほど学校が学力試験に与える影響が大きいと
解釈することができる。 






モデル１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝜇0𝑗 
 
モデル２ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝜇0𝑗 
 
モデル３ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  









モデル４ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝜇1𝑗 
 











モデル５ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル６ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル７ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル８ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル９ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝛾05(建物設備𝑗) + 𝜇0𝑗  
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝛾15(建物設備𝑗) + 𝜇1𝑗  
 
モデル１０ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝛾05(建物設備𝑗) +
𝛾06(教室設備𝑗) + 𝜇0𝑗  
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝛾15(建物設備𝑗) +
𝛾16(教室設備𝑗) + 𝜇1𝑗  
 
モデル１１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験 𝑐𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝛽5(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝛾05(建物設備𝑗) +
𝛾06(教室設備𝑗) + 𝛾07(衛生設備𝑗) + 𝜇0𝑗  
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝛾15(建物設備𝑗) +















表 59：需要側（個人）の紛争変数𝒄𝒍𝒔𝒅𝒕を含むモデルの推計結果  
 
(注 1)  ͂ : P<0.1, **: P<0.05, ***: P<0.01 




る統制を徐々に増やしていったモデル 1 からモデル 3 までを比較する。まず個人の紛争経験変数
のみを投入したモデル 1 では、紛争経験の有無は学力試験に対して負の係数であることが確認さ













 モデル 4 はモデル 3 の紛争経験変数の係数である𝛽1に学校レベルの分散を加えたランダム切












意であるが、その係数𝛽1はモデル 5 に比べて若干小さくなっている。また、モデル 6 からモデル
9 までの係数𝛽1の学校レベル分散はモデル 5 に比べて多少増えているが、モデル全体を通しては
当初の分散 0.053 に対して半分ほどに抑えられていることから、学校レベルの各変数は元々の傾
きの分散を依然として説明していると考えてよいだろう。モデル 10及び 11 では𝛽1の学校レベル
分散はほぼ 0 にまで減少しており、係数𝛽1の傾きの学校ごとの分散はモデル 11 までの変数によ
ってかなりの部分が説明されていると解釈できる。 
この係数𝛽1の学校レベルの分散を説明するクロスレベル交互作用項では全生徒数×紛争経験変
数がモデル 7及びモデル 8において負に有意であり、モデル 10及びモデル 11においても 90%水
準で有意となった。全生徒数が紛争経験変数とのクロスレベル交互作用項（傾き）で負に有意で
あることは、全生徒数が 1人増加するごとに紛争を経験した生徒の学力試験結果が 0.0002点（モ
デル 7）下降することを意味する。また、正規教員率×紛争経験変数はモデル 6 では 90%水準で
                                                   










正に有意であったが、モデル 7以降は一貫して 99%水準で有意となった。この係数𝛾11はモデル 5
と比較してモデル 7以降では増加しており、学校の正規教員率が 0%から 100%にまで上昇した場
合、紛争を経験した生徒の学力試験結果は 0.73点（モデル 7）上昇する。 
次に、切片に投入した学校レベルの変数ついてはモデル 6 からモデル 11 まで安定的に学校フ
ェンスダミーが正に有意、全生徒数が負に有意であった。それに伴って切片の学校レベル分散も
モデル 5の 0.935からモデル 6（学校フェンスダミーを投入）の 0.889、さらにモデル 7（全生徒
数を投入）の 0.796 に減少している。学校フェンスダミー及び生徒数の係数からは、学校フェン
スが設置されている学校はそうでない学校に比べて学力試験平均点が 0.55点（モデル 6）上昇し、
生徒数が 1 人多くなると学力試験平均点が 0.001 点減少すると言える。なお、切片に投入した正

















表 60：紛争経験の有無が学力試験に与える影響に関する推定モデルの尤度比検定と AIC 統計量 
 
(注 1)  尤離度の P値は前モデルとの差の検定 

































































モデル１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 




モデル２ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル 3以降もモデル 1及び 2と考え方は同じであり、生徒の性別、過去 8年の留年回数及び
両親教育レベルの傾きに対してそれぞれランダム効果を設定し、学校レベルの紛争経験者割合を
投入した場合とそうでない場合における個人レベルの各変数の学校レベル分散の動向を確認する
とともにクロスレベル交互作用項の有意性を推定する。モデル 3 及びモデル 4 では生徒の性別、
モデル 5及びモデル 6では過去 8年の留年回数、モデル 7及びモデル 8では両親の教育レベルの
学校レベル分散について比較を行う。 
 
モデル３ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝜇2𝑗 
 
モデル４ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
 
モデル５ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝜇3𝑗 
 
モデル６ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝛾31(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇3𝑗 
 
モデル７ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝛾31(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇3𝑗  
𝛽4 = 𝛾40 + 𝜇4𝑗  
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モデル８ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝛾31(紛争経験者割合 𝑐𝑙𝑠𝑗) + 𝜇3𝑗 















表 61：供給側（学校環境）の紛争経験者割合𝒄𝒍𝒔𝒋を含むモデルの推計結果  
 
(注 1)   ͂ : P<0.1, **: P<0.05, ***: P<0.01 




同様に、モデル 3及びモデル 4は性別ダミー、モデル 5及びモデル 6は両親教育レベル、そし


















































モデル１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝜇1𝑗 
 
モデル２ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 




傾きの分散の比較及びクロスレベル交互作用の有意性を確認する。モデル 3 及びモデル 4 は生徒





モデル３ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝜇2𝑗 
 
モデル４ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
 
モデル５ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝜇3𝑗 
 
モデル６ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝛾31(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇3𝑗 
 
モデル７ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝛾31(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇3𝑗 
𝛽4 = 𝛾40 + 𝜇4𝑗 
 
モデル８ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(過去の留年回数) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇1𝑗 
𝛽2 = 𝛾20 + 𝛾21(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇2𝑗 
𝛽3 = 𝛾30 + 𝛾31(学校の紛争経験 𝑐𝑔𝑙𝑠𝑗) + 𝜇3𝑗 





















表 62：供給側（学校）の紛争変数𝒄𝒈𝒍𝒔𝒋を含むモデルの推計結果  
 
(注 1)   ͂ : P<0.1, **: P<0.05, ***: P<0.01 






り、モデル 2 の推定結果を例に取れば紛争未経験の学校では生徒の年齢が 1 歳上がるごとに学力
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 なお、生徒の性別、両親の教育レベル、過去 8 年の留年回数に対して学校レベルの紛争経験変




















































                                                   



















































































                                                   




説は Stata社の解説書（https://www.stata.com/manuals13/me.pdf（2016年 7月 27日現在））及び 「乳用牛の
育種と統計学（暫定公開版）帯広畜産大学、増田豊
（http://www.obihiro.ac.jp/~suzukim/masuda2/stat/review_variance.html（2016年 7月 27日現在））を参照。 
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モデル１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝜇0𝑗 
 
モデル２ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝜇0𝑗 
 
モデル３ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  







モデル４ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝜇1𝑗 
 
モデル５ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル６ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル７ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル８ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝜇1𝑗 
 
モデル９ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝛾05(建物設備𝑗) + 𝜇0𝑗  
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝛾15(建物設備𝑗) + 𝜇1𝑗  
 
モデル１０ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝛾05(建物設備𝑗) +
𝛾06(教室設備𝑗) + 𝜇0𝑗  
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝛾15(建物設備𝑗) +
𝛾16(教室設備𝑗) + 𝜇1𝑗  
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モデル１１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑑𝑡) + 𝛽2(年齢) + 𝛽3(性別) + 𝛽4(両親教育レベル) + 𝜀1𝑗  
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(正規教員率𝑗) + 𝛾02(学校フェンス𝑗) + 𝛾03(全生徒数𝑗) + 𝛾04(教室サイズ𝑗) + 𝛾05(建物設備𝑗) +
𝛾06(教室設備𝑗) + 𝛾07(衛生設備𝑗) + 𝜇0𝑗  
𝛽1 = 𝛾10 + 𝛾11(正規教員率𝑗) + 𝛾12(学校フェンス𝑗) + 𝛾13(全生徒数𝑗) + 𝛾14(教室サイズ𝑗) + 𝛾15(建物設備𝑗) +














表 64：需要側（個人）の紛争経験年数𝒄𝒆𝒍𝒔𝒅𝒕𝒑を含むモデルの推計結果  
 
(注 1)  ͂ : P<0.1, **: P<0.05, ***: P<0.01 




























校フェンスダミーと全生徒数の変数を切片と傾き（個人の紛争経験）に投入したモデル 7 の AIC
統計量が最も小さく最適モデルであると言える 
 


































モデル１ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(平均紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
𝛽1 = 𝛾10 + 𝜇1𝑗 
 
モデル２ 𝑌𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1(年齢) + 𝛽2(性別) + 𝛽3(両親教育レベル) + 𝛽4(過去の留年回数) + 𝜀1𝑗 
𝛽0 = 𝛾00 + 𝛾01(平均紛争経験年数 𝑐𝑒𝑙𝑠𝑗) + 𝜇0𝑗 
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(注 1)   ͂ : P<0.1, **: P<0.05, ***: P<0.01 















































































                                                   


































平均値（紛争経験者割合）を引いた変数に変換する Group Mean Centering を行うほうが良い。
それによって個人の紛争経験の有無は個人レベルの情報のみに集約され、学校レベルの情報は紛
争経験の有無の平均（紛争経験者割合）として除外されるため、推定結果がより正確になる。ま
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No. Location Incompatibility Opposition organization Year Intensity level
1 Colombia Govt FARC(Fuerzas armadas revolucionarias
colombianas: Revolutionary Armed Forces of
Colombia), ELN (Efercito de liberacion nacional:
National Liberation Army), EPL (Efercito popular
de liberacion: People's Liberation Army), M-19
(Movimiento19 de Abril: 19 April Movement)
1992-93 War
2 Ethiopia Govt EPRP (Ethiopian People's Revolutionary Party),
Military faction, TPLF (Tigrean People's Liberation
Front), EPDM (Ethiopian People's Democratic
Movement), EPRDF (Ethiopian People's
Revolutionary Democratic Front)
1976-91 War
Terr (Eritrea) ELF (Eritrean Liberation Front), ELF factions,
EPLF (Eritrean People's Liberation Front)
1974-91 War
3 Guatemara Govt MR-13 (Movimiento revolucionario trece de
noviembre: 13 November Revolutionary
Movement), FAR (Fuerzas armadas rebeldes:
Rebel Armed Forces), EGP (Efercito guerilleros de
los pobres: Guerilla Army of the Poor), PGT
(Partido guatemalteco del trabajo: Guatemalan
Worker's Party), ORPA (Organizacion del pueblo
en armas: Organization of Armed People), URNG
(Unidad revolucionaria nacional guatemalteca:
Guatemalan National Revolutionary Unity)
1969-87 War
4 India Terr (Punjab/
Khalistan)
Sikh insurgents 1988-92 War
5 Nigeria Terr (Biafra) Republic of Biafra 1967-70 War
6 Pakistan Terr (Baluchistan) Baluchi separatists 1974 War
7 Philippine Govt HUK (Hukbong Mapagpalaya ng Bayan: People's
Liberation Army)






8 Thailand Govt CPT (Communist Party of Thailand) 1974-82 War
9 Viet Nam Terr (South Vietnam) 1965-75 War
10 Zimbabwe Govt ZANU (Zimbabwe African National Union), ZAPU
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1. Leia atentamente cada pergunta e selecione a resposta que considere correta,sendo essa que deverá 
assinalar na folha de respostas;  
2. Escreva o nome, a sigla do distrito, o número de exame, data de nascimento e sexo, nos quadrados 
correspondentes, com uma cruz (X), deixando um espaço entre cada nome; 
3. Preencha a folha de resposta alápis e carregue, sendo que o uso decorretor é expessamente proibido. 
Em caso de engano, use borracha ou apagador; 
4. Esta prova é constituída por 60 (sessenta) questões; 
5. Responda a todas as questões com muita atenção; 
6. Informe os vigilantes do Exame Nacional se houver falta de clareza na digitação, estragos  
 ou folhas de exame incompletas; 
7. Se acabar o exame antes do tempo previsto, reveja as suas respostas. 
8. No  final  do  exame  deixe  obrigatoriamente  sobre a mesa a folha de respostas e a  folha do 
ponto.  
 
-------------- Bom Trabalho ------------  
1a  Chamada 
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ASEAN 
 
  A  Associação das Nações do Sudeste Asiático, conhecida pela sigla ASEAN  
(Association of Southheast Asian National), foi fundada a 8 de agosto de 1967, em Banguecoque, na 
Tailândia, pela Indonésia, Malásia, Filipinas, Singapura e Tailândia. Em janeiro de 1984, juntou-se o 
Brunei, em julho 1995 o Vietname, em julho de 1997 o Laos e Myanmar e em abril de 1999 o Camboja. 
Reunidos, os países que formam a ASEAN, têm uma população de cerca de 500 milhões de habitantes 
e uma área de 4,5 milhões de quilómetros quadrados. A fundação da ASEAN surgiu por iniciativa da 
Tailândia, quando este país pretendeu solucionar conflitos de interresses até aí existentes entre 
Indonésia, Filipinas e Malásia. 
  Os objetivos da ASEAN, expressos na sua declaração, são acelerar o crescimento 
económico, o progresso social e o desenvolvimento cultural e promover a paz e a estabilidade na região 
do Sudeste Asiático. Aquando da primeira conferência da ASEAN, em fevereiro de 1976, foi assinado 
o Tratado de Amizade e Cooperação, onde estavam descritos os princípios a ser seguidos pelas nações 
aderentes. Entre eles constam o respeito mútuo pela independência, soberania, igualdade, integridade 
territorial e identidade nacional e o direito de cada Nação de se guiar livre de interferência, subversão 
ou coerção exterior. Ficou também definido nesse tratado que nenhuma nação deve interferir nos 
assuntos internos das restantes, que os desentendimentos devem ser resolvidos de forma pacífica, que 
deve haver uma renúncia ao uso da força e uma efetiva cooperação entre todos. 
  Em 1992, os Chefes de Estado dos países da ASEAN decidiram intensificar o diálogo 
sobre política e segurança de maneira a fomentar laços de cooperação, alargando essa medida aos 
restantes países da região Ásia-Pacífico. Desde então nunca houve conflitos armados entre países-
membros na região. 
  A nível económico, desde a fundação da ASEAN e através de vários tratados, cresceram 
bastante as trocas comerciais entre os Estados-membros. Em 1992 foi criada uma zona de comércio 
livre de modo a desenvolver a competitividade da região, que assim passou a funcionar como um bloco 
unido. O objectivo foi o de promover uma maior produtividade e competitividade. 
  A nível de relações externas, a prioridade da ASEAN é fomentar o contacto com os 
países da região Ásia-Pacífico, mas foram também estabelecidos acordos de cooperação com o Japão, 
a China e a Correia de Sul. Há também contactos regulares, anuais com a União Europeia e as Nações 
Unidas e com outros países como os Estados Unidos da América, o Canadá e a Rússia. 
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ASSINALE COM UM ( X ) A OPÇÃO CORRETA 
 
1. A Associação das Nações do Sudeste Asiático foi fundada a ... 
a. 8 de agosto de 1967    b.  9 de agosto de 1967 
c. 10 de agosto de 1967    d.  30 de agosto de 1967 
2. Os países que integraram a ASEAN mais tarde foram:   
a. Laos e Brunei     b.  Brunei e Myanmar 
c. Laos e Myanmar     d.  Vietname e Brunei 
3. Um dos objetivos da ASEAN expressos na sua declaração é: 
a. Promover a igualdade entre os géneros na região do Sudeste Asiático 
b. Promover a paz e a estabilidade na região do Sudeste Asiático 
c. Promover os princípios de respeito entre os géneros do Sudeste Asiático 
d. Promover os recursos humanos na região do Sudeste Asiático 
4. No total, a ASEAN tem uma população de cerca de: 
a. 500 mil habitantes     b.  500 milhões de habitantes 
c. 500 biliões de habitantes    d.  500 mil milhões de 
habitantes 
5. Para o cumprimento de alguns princípios pelas nações aderentes em fevereiro de 1976 foi 
assinado: 
a. O tratado de amizade e cooperação  b.  O tratado a nível económico 
c. O tratado do mercado livre   d.  Vários tratados 
6. A ASEAN é constituída por: 
a. 9  países      b.  10 países 
c. 11 países      d.  12 países 
7. ASEAN significa ... 
a. Associação das Nações do Sudoeste Asiático  
b. Associação das Nações do Sudeste Atlântico 
c. Associação das Nações do Sudeste Asiático  
d.  Associação das Nações do Sudoeste Atlântico 
8. O país que fundou a ASEAN foi: 
a.o Camboja      b. as Filipinas 
c. a Tailândia      d. Singapura 
9. Para desenvolver a qualidade e a eficiência na produção da região foi criada em 1992 uma 
zona de: 
a. Comércio de Indústria    b.  Comércio de Turismo e Indústria 
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c. Comércio do Turismo    d.  Comércio livre 
10. O objetivo da criação da zona de comércio livre é de: 
a. Promover o prejuízo  b.  Promover os custos da produção da região 
c. Promover a produção  d.  Promover uma máxima produtividade e competitividade 
11. Quais os países que fazem parte da ASEAN? 
a. Tailândia, Indonésia e Filipinas   
b. Tailândia, Indonésia e Filipinas, Singapura, Malásia, Camboja, Brunei, Vietname, Laos e 
Myanmar 
c. Singapura, Camboja e Laos 
d. Laos, Myanmar, Singapura e Vietname 
12. Os objetivos comuns da ASEAN são para acelerar o: 
a. Crescimento económico, o progresso social, desenvolvimento cultural, promover a paz e a 
estabilidade 
b. Progresso da sociedade e o desenvolvimento cultural 
c. Crescimento económico 
d. Desenvolvimento cultural, promover a paz e a estabilidade 
13. Além dos objetivos comuns da ASEAN expressos na sua declaração, qual é a outra prioridade 
a nível das relações externas? 
a. Fomentar o contacto com os países da região Ásia-Pacífico 
b. Contestar o contacto com os países da região Ásia-Pacífico 
c. Perturbar o contacto com os países da região Ásia-Pacífico 
d. Desvalorizar o contacto com os países da região Ásia-Pacífico 
14. Outros países quea ASEAN contacta anualmente,são: 
a. Estados Unidos da América, Canadá e Rússia b.  Estados Unidos da América  
c. Canadá e Rússia     d.  Estados Unidos da América 
e Rússia 
15. A nação Camboja juntou-se à ASEAN em: 
a. janeiro de 1984     b.  julho de 1995 
c. julho 1997      d.  abril de 1999 
16. A fundação da ASEAN surgiu por iniciativa da Tailândia, com o objetivo de: 
a. Solucionar os conflitos de interesses  b.  Acabar com a justiça 
c. Solucionar a renúncia ao uso pacífico d.  Interferir nos assuntos internos 
17. O texto tem  quantos parágrafos? 
a. 2 parágrafos     b.  4parágrafos 
c. 5parágrafos     d.  3parágrafos 
18. Este texto é de tipo: 
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a. Poético     b.  Dramático 
c.  Narrativo          d.  Informativo 
19. A fonte do texto é: 
a. www. infopedia. tl.    b.  www. infopedia. pt. 
c. www. infopedia. pt. tl.    d.  www. infopedia. 
Escolhe o sinónimo das seguintes palavras  
20. Em janeiro juntou-se: 
a. reuniu-se      b.  uniu-se 
c. afastou-se      d.  separou-se 
21. A fundação da ASEAN surgiu: 
a.   adiantou      b.  atrasou 
c.   apontou      d.  apareceu 
22. ... este país pretendeu solucionar: 
a.   reforçar      b.  fortalecer 
c.   resolver      d.  fortificar 
23. Os países que formam ASEAN têm uma população de cerca de: 
a.   máximo      b.  maior 
c.   mínimo      d.  próximo 
24. A nível das relações externas a prioridade da ASEAN é fomentar: 
a.   impedir      b.  intervir 
c.   investigar      d.  divulgar 
Escolhe oantónimo das seguintes palavras  
25. Em 1992 foi criada uma zona de comércio livre: 
a.   liberdade      b.  libertação 
c.   preso      d.  liberto 
26. Ficou também definido ... que nenhuma nação deve interferir nos assuntos internos: 
a.   privados      b.  externos  
c.   íntimos      d.  interior 
27. Aquando da primeira ... os princípios a serem seguidos pelas nações aderentes: 
a.   simpatizantes     b.  juntar-se 
c.   adversárias      d.  unidas 
 
 
28. Há também contactos regulares: 
a.   irregulares      b.  regularizar 
  175 
c.   regimentar      d.  normalizar 
29. Os objetivos da ASEAN, expressos na sua declaração, são para acelerar: 
a.   apressar      b.  retardar 
c.   animar      d.  normalizar 
30. Desde então nunca: 
a.   sempre       b.  não 
c.   muito      d.  pouco 
 
Escolhe a forma verbal correta(presente do indicativo, pretérito perfeito e pretérito 
imperfeito e futuro simples). 
31. Antigamente não (haver) acesso a meios de comunicação. 
a.   há       b.  houver 
c.   havemos      d.  havia 
32. Atualmente na era da globalização (existir)vários tipos de meios de comunicação. 
a.   existem      b.  existe 
c.   existir      d.  existia 
33. Ontem a professora (ler) uma história aos alunos.  
a.   lê       b.  lia 
c.   leu       d.  leste  
34. O atual Primeiro Ministro, Kay Rala Xanana Gusmão, (ser) um líder carismático. 
a.   é       b.  era 
c.   foi       d.  fosse 
35. No próximo mês, o Ministro da Educação Bendito Freitas (ir) efetuar uma viagem a Portugal. 
a.   irá      b.  ia 
c.   foram      d.  foi 
36. Na semana passada, a Vice-Ministra do Ensino Básico, Dulce de Jesus Soares, (visitar) a 
nossa escola. 
a.   visitou      b.  visitava 
c.   visitará      d.  visita 
37. Naquele tempo, as crianças de famílias importantes (ir) para a escola a cavalo. 
a.   iam       b.  ia 
c.   fora      d.  fostes 
 
Identifique as funções sintáticas das seguintes frases 
“ A mãe comprou uma boneca à filha, ontem, na loja” 
38. O sujeito da frase é ... 
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a.   uma boneca     b.  à filha 
c.   A mãe      d.  na loja 
39. O predicado da frase é ... 
a.   ontem      b.  boneca 
c.   comprou      d.  mãe 
40. O complemento direto é ... 
a.   ontem       b.  na loja 
c.   comprou      d.  uma boneca 
41. O complemento circunstancial de lugar é ... 
a.   na loja      b.  ontem 
c.   comprou      d.  mãe 
42. O complemento circunstancial de tempo é ... 
a.   ontem      b.  boneca 
c.   loja       d.  filha 
“ A Rosa e o Rui são estudiosos”.  
43. O sujeito é ... 
a.   A Rosa e o Rui     b.  Rui 
c.   A Rosa      d.  estudiosos 
44. O predicado é ... 
a.   A Rosa e o Rui     b.  são estudiosos 
c.   estudiosos      d.  Rosa 
45. O predicativo do sujeito é ... 
a.   são estudiosos     b.  estudiosos 
c.   são       d.  Rosa e Rui  
    
Assinale a classe gramatical das palavras sublinhadas 
46. As flores do jardim da minha escola crescem bem.Elas crescem muito rapidamente. 
a.   adjetivos       b.  advérbios 
c.   pronomes      d.  nomes / substantivos 
47. O José tevemás notas no 20 período. A Joana e o João são inteligentes e estudiosos. 
a.   pronomes      b.  advérbios 
c.   nomes / substantivos    d.  adjetivos 
48. Espera por mim na porta do cinema. 
a.   pronomes      b.  advérbios 
c.   preposições    d.  adjetivos 
49. O pastor apascenta o seu rebanho no vale. 
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a.   nome/substantivo próprio    b.  nome/substantivo comum 
c.   nome/substantivo coletivo    d.  um pronome pessoal 
 
Identifique o grau do adjetivo da seguinte frase 
50. O bolo de chocolate é ótimo  
a.   grau normal     b.  grau superlativo absoluto sintético 
c.   grau superlativo absoluto analítico  d.  grau comparativo de igualdade 
 
Identifique os tipos e as formas das seguintes frases 
51. “Façam silêncio, vai começar a cerimónia” 
a.   É uma frase do tipo imperativo na forma afirmativa 
b.   É uma frase do tipo exclamativo na forma afirmativa 
c.   É uma frase do tipo exclamativo na forma negativa 
d.   É uma frase do tipo interrogativo na forma afirmativa 
52. “ A fundação da ASEAN não surgiu por iniciativa da Tailândia “ 
a.   É uma frase do tipo declarativo na forma negativa 
b.   É uma frase do tipo declarativo na forma afirmativa 
c.   É uma frase do tipo exclamativo na forma afirmativa 
d.   É uma frase do tipo exclamativo na forma negativa 
Classifique os vocábulos abaixo apresentados quanto à derivação (prefixação e sufixação). 
53. “ Independência é uma palavra derivada por ... 
a.   primitiva      b.  sufixação 
c.   prefixação      d.  sufixação e prefixação 
54. A palavra “rapidamente” é uma palavra derivada por ... 
a.   sufixação      b.  prefixação 
c.   sufixação e prefixação    d.  primitiva 
 
Escolhe a frase que achar correta de acordo com a transformação do discurso direto para o 
discurso indireto 
55. “José - Esta casa é mesmo muito bonita! “ discurso direto para o discurso indireto é ... 
a.   O José disse que aquela casa era mesmo muito bonita; 
b.   O José disse que aquela casa é mesmo muito bonita; 
c.   O José disse que aquela casa eram mesmo muito bonita; 
d.   O José disse que aquela casa foi mesmo muito bonita; 
56. “A Maria disse que estava doente e não ia à escola” discurso indireto para o discurso direto 
é... 
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a. Maria: Estive doente e não fui à escola b.  Maria: Estou doente e não vou à escola 
c. Maria: Estava doente e não ia à escola d.  Maria: Estarei doente e não irei à escola 
 
Assinale o pronome correto contraído ou não com a preposição com : 
57. Vocês vêm ---------- (nós) 
a.   comigo       b.  contigo 
c.   connosco      d.  convosco 
58. Os responsáveis da Direção de Currículo e Avaliação Escolar precisavam de falar (vós) 
a.   contigo      b.  consigo 
c.   connosco      d.  convosco 
59. Amanhã, vou sair --------- (tu) 
a.   contigo       b.  comigo 
c.   consigo      d.  com ele 
60. Escolha palavras que constituam a área vocabular da palavra “mar” 
a.   barcos, marinheiros, ondas, peixes, estrela do mar 
b.   jogadores, campo, bola, guarda-redes 
c.   recreio, alunos, professora, livros, aprendizagem 
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2. Leia atentamente cada pergunta e selecione a resposta que considere correta,sendo essa que deverá 
assinalar na folha de respostas;  
9. Escreva o nome, a sigla do distrito, o número de exame, data de nascimento e sexo, nos quadrados 
correspondentes, com uma cruz (X), deixando um espaço entre cada nome; 
10. Preencha a folha de resposta com lápis e carregue, sendo que o uso de corretor é expessamente 
proibido. Em caso de engano, use borracha ou apagador; 
11. Esta prova é constituída por 60 (sessenta) questões; 
12. Responda a todas as questões com muita atenção; 
13. Informe os vigilantes do Exame Nacional se houver falta de clareza na digitação, estragos  
 ou folhas de exame incompletas; 
14. Se acabar o exame antes do tempo previsto, reveja as suas respostas. 
15. No  final  do  exame  deixe  obrigatoriamente  sobre a mesa, a folha de respostas e a  folha do 
ponto.  
 
-------------- Bom Trabalho ------------ 
  
1a  Chamada 
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Read the following dialogue! 
Ana and Toy are in the playground eating an ice cream.  
Toy   : “ It’s really hot today. I wish I could go for a swim.” 
Ana   : “You will get used to it. Is it very different in Sydney?” 
     He thinks about an answer. 
Toy  : “Well,yes, a little bit... life in the city is very busy, full of adventures and lotsto  
 discover … there’s always something happening.” 
Ana  : “What about your house? What is it like?” 
Toy  : “It’s an apartment, in a very big building.” 
Ana  : “That sounds nice.” 
Toy  : “And I had crazy neighbors.” 
Ana  : “ Crazy?” 
Toy : “They listen to very loud music.” 
        I started loving music because of them.” 
Ana   : “Here it’s so different … Most of the houses are huts like my 
grandparents         house.” 
Toy  :  “Is your family big? How many brothers and sisters have you got, Ana?” 
Ana  :  “Four. I have two brothers and two sisters. I am the eldest.” 
Toy  :  “So many!!!” 
Ana  :  “That’s normal. Weall have many brothers and sisters.” 
       Toy looks sad and quiet for a while. Ana looks at him curiously. 
Ana  :  “Do you miss home and your other school?” 
Toy  :  “It’s not that ... you know, I wish I had brothers and sisters!!!” 
Ana  :  “Really?” 
Toy  :  “Really, I’m tired of feeling lonely, without anyone to talk to.” 
Ana  :  “Here in Timor you will never be alone, I swear. Ana’s word! Come on. It’s    
 time for math class and our teacher Mr. Arthur, doesn’t like us being late.” 
 
CHOOSE THE CORRECT ANSWER! 
 
1. The dialogue locacted .... 
a. in the playground      b.  at the apartment 
c. in the class      d.  at the house 
2. Toy and Ana were eating … when they talked to each other. 
a. a banana      b.  a chocolate 
c. an ice cream     d.  a sandwich  
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3. When Toy and Ana were talking the weather was… 
a. cold      b.  hot 
c. windy      d.  breezy 
4. Ana asks if it very different in Sydney. The antonym (opposite) of the underlined word is … 
a. big       b.  small 
c. little      d.  same 
5. Which sentence does Toy use to  life in the  city? 
a. There isn’t development    b.  Full of adventures 
c. There is always development   d.  People are very busy  
6. Toy lives in …. 
a. a hotel      b.  an apartment  
c. a cottage       d. a hut  
7. Toy likes music because of  his 
a. parents      b.  brothers 
c. friends      d.  neighbors    
8. The grandparents of Ana live in … 
a. a flat      b. a hut 
c. a cottage      d. an apartment 
9. Ana is the … among the brothers and sisters. 
a. baby      b.  youngest 
c. eldest      d.  younger 
10. According to Toy, the family of Ana is … 
a. small      b.  big 
c. few       d.  enough 
11. Toy is sad because … 
a. he has no brother or sister    b.  he has lots of brother and 
sister 
c. he has no parents     d.  he has a big family 
12. The dialogue stops for a while when Ana talks about … 
a. parents and school     b.  school and brothers  
c. parents and sister     d.  home and game 
13. After the dialogue Toy and Ana went to … 
a. Math class      b.  their Homes 
c. An apartment     d.  the clinic 
14. Ana and Toy are in the playground. The interrogative form of this sentence is… 
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a. Do Ana and Toy in the playground?   b.  Does Ana and Toy in the 
playground? 
c. Are Ana and Toy in the playground?   d.  Has Ana and Toy in the 
playground? 
15. Ana and I … classmate. 
a. am        b.  are 
c. is       d.  has 
16. Toy has got friends. The interrogative form of this sentence is … 
a. Have Toy got friends?    b.  Was Toy got friends? 
c. When Toy got friends?    d.Has Toy got friends? 
17. … Australian people live in flats. 
a. An        b.  Some 
c. A       d.  Any 
18. She is … actress and her father is … lawyer. 
a. the - an      b.  a - the   
c. an - a      d.  a- an 
19. --------------- went to the party with --------------- parents 
a. He – him      b.  His – him 
c. He – his       d.  He – himself 
20. Rosa and I have a tennis ball. It’s ------tennis ball. It’s ---------- 
a. we – us       b.  ours – we  
c. ours – our       d.  our – ours  
21. Agostinho : Let’s go to visit Julia. She is sick  
Felismina : ---------- is her house? 
Agostinho : Next to my house 
a. Where      b.  What 
c. When      d.  How 
22. Marcos  : --------------- didn’t you come to the meeting? 
Mauricio  : I was sick. 
a. Were      b.  When 
c. Who      d.  Why 
23. The singular form of children, flies, geese, wolves, oxen are … 
a. child, fli, goos, wolve, oxa     b.  children, fly, goode, wolf, 
ox 
c. children, fly, goose, wolv, oxe   d.  child, fly, goose, wolf, ox 
24. Three … were killed after I sprayed with the pesticide 
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a. mouses       b.  mice 
c. mices      d.  mouse 
25. The house of Ana is new. We can also say … 
a. Ana’s house is new     b.  Anas’ house is new 
c. Ana’s new is house     d.  Anas’ new is house 
26. Which one of the following sentences is correct? 
a. The car’s are expensive   b.  John car’s is expensive 
c. Zima’s car  is expensive    d.  Marias’ car’s are expensive 
27. Don’t stand … the door! Move please! 
a. on       b.  at 
c. over       d.  Under 
28. They could do the test, … ? 
a. can’t they      b.  wouldn’t they 
c. won’t they      d.  couldn’t they 
29. Which one do you prefer? Tea … coffee? 
a. and       b.  so 
c. or       d.  but 
30. Which ones of the following words are countable noun? 
a. Banana, hair, money, donkey   b.  Sugar, oil, wine, ink 
c. Mouse, hope, love, happiness   d.  Deer, library, ox, tie 
31. Maria usually … her clothes twice a week. 
a. washes      b.  washs 
c. washing      d.  wash 
32. She is …a  hole to plant the flower. 
a. digs      b.  dug 
c. digging      d.  diging 
33. The ordinal number is … 
a. one       b.  third 
c. four      d.  five 
34. The class will start on Wednesday. Two days before class starts will be … 
a. Tuesday      b.  Sunday  
c. Saturday       d.  Monday  
35. Look at the following letters… 
n – r – y – j – a – u – a  
1   2    3   4    5    6    7 
The rearrangement of the letters above that spells out month is… 
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a. 4 – 5 - 1 - 6 – 7 – 2 – 3     b.  4 – 5 - 7 -  2 – 3 – 1 – 6 
c. 2 – 3 - 4 - 7 – 6 – 5 – 1    d.  1 – 2 - 4 -  6 – 7 – 3 – 5 
36. Look at the picture. It’s … 
a. half past four  b.  ten to four 





37. The person in the picture is a … 
a. fireman   b.  weaver 
c. breeder    d.  policeman 
 
38. Which ones of the following words are types of clothing? 
a. Shampoo, soap, saving cream   b.  Ankle, toes, thumb 
c. Toothbrush, hairbrush, beard   d.  Boots, shirt, socks 
39. What a boring film. This sentence (expresses) … 
a. an exclamation      b.  a want 
c. an ability       d.  a preference 
40. They would like an apple. This sentence expresses … 
a. exclamation      b.  want 
c. ability        d.  inability 
41. The thief … all my money last night. 
a. steals      b.  stolen 
c. stole      d.  steeled    
  
42. They fed the dog. This sentence is written in the …tense  
a. simple past      b.  simple present 
c. simple future     d.  present perfect 
43. They spent too much money. The interrogative form of this sentence is …  
a. Do they spend too much money?    b.  Did they spent too much 
money? 
c. Does they spend too much money?   d.  Did they spend too much 
money? 
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44. The past tense of catch, fly, swim, tear are … 
a. catched, flied, swimed, teared   b.  caught, flied, swum, torn 
c. caught, flew, swam, tore    d.  catched, flew, swum, teared 
45. Cut, put, keep are the examples of … 
a. regular verbs     b.  modal verbs 
c. auxiliary verbs    d.  irregular verbs 
46. They will participate in the meeting. The sentence is written in the …tense 
a. simple present     b.  simple future 
c. simple past      d.  present perfect 
47. Their mother will … here next Saturday. 
a. be       b.  been 
c. being      d.  are 
48. She is going to leave the room. The negative form of this sentence is … 
a. She isn’t going to leave the room   b.  She wasn’t going to 
leavethe room 
c. She aren’t going to leave de room   d.  She doesn’t going to leave 
the room 
49. My father leaves the airport. The present perfect of this sentence is … 
a. My father has leaving the airport   b.  My father had leaving the 
airport 
c. My father has left the airport   d.  My father had left the airport 
  
50. The students have … two glasses. 
a. break       b.  broke 
c. breaking      d.  broken 
51. She has swept the floor for many times. The interrogative form of this sentence is … 
a. Does she swept the floor for many times? b.  Have she swept the floor for many 
times? 
c. Has she swept the floor for many times? d.  Has she swept the floor for many times? 
52. If I … rich I would help you. 
a. was        b.  were 
c. are        d.  Am 
53. He would … a car if he … how to drive. 
a. buy ---- know     b.  bought----knew 
c. buy ---- knew     d.  bought --- known  
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54. Sonia will be on time if there is transport. The sentence is written in conditional type … 
a. IV       b.  I 
c. II       d.  III 
55. She is sick. She … go to the clinic. 
a. may       b.  can 
c. shall       d.  must 
56. Could you splint it again? This sentence is expresses … 
a. Request       b.  Ability 
c. Offer      d.  Permission 
57. He can play piano. This sentence expresses … 
a. Request      b. Ability 
c. Offer       d.  Permission 
58. You must be careful with the test. This sentence expresses … 
a. Necessity      b.  Ability 
c. Advice      d.  Request 
59. Look at the picture.       
This is her … 
a. cheek  b.  lip 
c. nose  d.  chin 
 
 
60. They usually go to the rural area … horseback. 
a. at        b.  in 
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3. Leia atentamente cada pergunta e selecione a resposta que considere correta,sendo essa que deverá 
assinalar na folha de respostas;  
16. Escreva o nome, a sigla do distrito, o número de exame, data de nascimento e sexo, nos quadrados 
correspondentes, com uma cruz (X), deixando um espaço entre cada nome; 
17. Preencha a folha de resposta com lápis e carregue, sendo que o uso de corretor é expessamente 
proibido. Em caso de engano, use borracha ou apagador; 
18. Esta prova é constituída por 50 (cinquenta) questões; 
19. Responda a todas as questões com muita atenção; 
20. Informe os vigilantes do Exame Nacional se houver falta de clareza na digitação, estragos  
 ou folhas de exame incompletas; 
21. Se acabar o exame antes do tempo previsto, reveja as suas respostas. 
22. No  final  do  exame  deixe  obrigatoriamente  sobre a mesa, a folha de respostas e a  folha do 
ponto.  
 
-------------- Bom Trabalho ------------ 
  
1a  Chamada 
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ASSINALE COM UM ( X ) A OPÇÃO CORRECTA 
 
61. Dos seguintes números 9,12,13,14. Os números compostos são... 
a. 9,12,13      b.  9,13,14 
c. 9,12,14      d.  12,13,14 
62. Os múltiplos de 6 menores que 20 são… 
a. 6,12,15      b.  6,12,16 
c. 12,15,18      d.  6,12,18 
63. Os fatores primos de 18 são… 
a.    2,18      b.  2,3 
c.    2,6      d.  3,6 
64. ...643   
a. 2       b.  3 
c. 4       d.  5 
65. O número inteiro positivo representa-se poro símbolo ... 
a.        b.  
c.        d. + 
66. Na reta numérica cada ponto corresponde um número e cada número corresponde um ponto 
na reta. Ao número correspondente a cada um dos pontos da reta dá-se o nome de... 
a. Abcissa       b. Ordenada 
c. Origem -4    -3    -2    -1    0     1    2     3     4    d.  
Coordenada  
67. O valor da expressão numérica 1-( -3 + 15 ) =... 
a. 13       b.  11 
c. -13       d.  -11 
68. A afirmação verdadeira de 3 ...-2 é... 
a. 3 < -2     b.  3 = -2 
c. 3 ≤ -2       d.  3 > -2 
69. Observe a seguinte  figura ! 
Portanto a razão da ampliação do quadrado A1 B1 C1 D1 é ...     
 
a. 1        b.  2 


















  189 
 
70. A soma da amplitude dos ângulos internos de um triângulo é ... 
a. 900       b.  1800  
c. 2700      d.  3600  
71. Um triângulo que tem 3 ângulos agudos é um triângulo ... 
a. Acutângulo     b. Obtusângulo 
c. Retângulo     d.  Escaleno  
72. Observe figura ao lado.Logo o eixo da simetria é representada pela letra ... 
 
a. A       b.  A1 
c. e       d.  AA1 
73. Num jogo de futebol uma das equipas venceu por 5-0. Os marcadores dos golos foram ... 
A moda destes dados é… 





a. 2       b.  10 
c. 1       d.  1,5 
74. A expressão algébrica para calcular a área deum retânguloé... 
 
a. A = cl      b.  A = cl x cl 
c. A = cl3      d.  A = lc2 
 

















a. I       b. II 







  190 








































a. I e IV      b. II e III 
c. IV e I      d.  I e III 
 
77. Considere a seguinte tabela ! 




a. 4        b. 4,1  
c. 4,2       d. 4,5  
78. Os alunos de uma escola distribuam-se da seguintes formas  
Ano deescolaridade   Frequência Absoluta  Frequência Relativa 
70    Ano 128  
80    Ano 112  
90    Ano 80  
Portanto a percentagem de alunos que frequentam no 90é… 
a. 20%       b. 25% 
c. 35%       d. 40% 
79. Numa escola do 30 ciclo frequentam 100 alunos do 90 ano. Sabe-se que 20% desses residem 
longe da escola, logo quantidade desses alunos é de… 
a. 10        b. 15 
c. 20        d. 25 
80. Observa atentamente o seguinte gráfico de barras. O número total dos alunos da turma é… 
a. 20        b. 15 
c. 10        d. 5  
X 5 6,5 8 



















No. de Livros Lidos 
Leituras nas  férias




81. Durante um campeonato, o número de vitórias, de empates e de derrotas de uma equipa 
desportiva distribui-se da seguinte forma: 
Resultados  Freq.absoluta (ni) Frq.relativa (fi) Freq.relativa (fi) em % 
Vitórias  8 8/20 40% 
Empatas 5 5/20 25% 
Derrotas 7 7/20 35% 
Assim, o setor circular correspondente as derrotas é… 
a. 900      b. 1260 
c. 1440      d. 1500 
82. A distribuição dos números de empregados pelas diversas empresas é apresentada no 












3 7  
Portanto o número total de empresas é… 
a. 20        b. 28 
c. 35       d. 40 
83. Considere o seguinte conjunto de dados: 5;8;12;12;23e 48 
A média é… 
a. 15       b. 16 
c. 17        d. 18 
84. Dado um conjunto de dados:3;6;7; 9 e8 
Logo a mediana desse conjunto de dados é… 
a. 6        b. 7 
c. 8       d. 9 
85. Na figura está representando um prisma triangular e algumas retas que contém arestas desse 
prisma.As retas concorrentes e não perpendiculares na figura são… 
 
a. EAeEF       b. EFeFB 
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86. Uma reta interseta o plano num ponto, fazendo com este um ângulo não reto. Portanto esta 
reta é… 
a. Concorrente oblíqua     b. Concorrenteparalela 
c. Estritamente paralela    d. Paralela oposta 
 
87. Uma reta interseta num ponto, fazendo com este um ângulo reto. Portanto esta concorrente 
é … 
 
a. Perpendicular     b. Oblíqua 
c. Paralela       d. oposta 
88. Na expressão algébrica 3x, o ‘3’ é o… 
a. Coeficiente     b. Literal 
c. Semelhante     d. Expoente 
89. Numa escola há cinco turmas de 90Ano com o mesmo número de alunose uma turma com 
mais três alunos que nas outras. X representa o no de alunos de cada turma. A expressão 
algébrica que traduz o enunciado do problema é… 
a. X+3X       b. 5X+3X 
c. 5X+X+3      d. 5X+3 
90. A forma simplificada da expressão: 3(-1+2b)=… 
a. 3+2b      b. -3+2b 
c. -3-6b       d. -3+6b  
91. Tira-se uma carta ao caso de baralho de 40 cartas, foram tirados as cartas de 8, 9, e 10, logo a 















92. Uma moeda de 10 (dez) centavos tem duas faces. Portanto há ... casos possíveis. 
a. 1        b. 2 
c. 3        d. 4 
93. A dízima que representa a fração 13 4⁄  é… 
a. 3,2       b. 3,25 
c. 3,5       d. 3,75 
94. A fração  irredutível de 9 12⁄  é… 
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c. 3 4⁄       d. 4 5⁄  
95. O valor aproximado da √2  é 1.41421.  Arredondando ás décimas temos…  
a. 1,4        b. 1,5 
c. 1,41       d. 1,42 
 
96. A forma algébrica que representa o intervalo  ]3,5[ é… 
a. 3>X>5       b. 3<X<5 
c. 3< X<5       d. 3> X>5   
















98. A solução do sistema de equações[
3𝑥 − 𝑦
𝑥  + 𝑦
= 4
= 1



























99. O intervalo que representa a solução da inequação -3X>6 , é… 
a. ]-∞,-2[      b. ]-∞,-2] 
c. [-2,+∞[       d. [2,+∞[ 
100. A solução da equação x2+5x+6=0 é… 
a. (-3,2)      b.  (3,-2) 
c. (-3,-2)      d. (3,2) 
101. Observe a figura seguinte ! 
Nesta figura existem… raios. 
a. 2        b. 3 
c. 4       d. 5   
  
102. A amplitude de um ângulo ao centro é igual à, 1200, logo amplitude correspondente do 
ângulo inscrito é… 
a. 300       b. 1200 
c. 900       d. 1200 
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a. 1800      b. 3600 
c. 5400      d. 7200 
104. Os transformados do ponto P(-5,4) pela rotação de 900 é… 
a. P’(-5,-4)       b. P’(-4,-5) 
c. P’(4,-5)       d. P’(5,4) 
105. Observe atentamente a figura ao lado.  
O seno de X é…  
a. 3 5⁄       b. 
3
4⁄  




106. Relativamente a um ângulo agudo de amplitude X. sabe-se que cos x= 3 5⁄ , logo sin x=.. 
a. 4 5⁄       b. 
3
5⁄  
c. 3 4⁄       d. 
4
3⁄  
107. A medida do raio da base de um cilindro é de 10cm (𝜋 = 3,14). A áreadas bases  
(superior e inferior) é ... cm2 
a. 314       b. 628 
c. 1246       d. 6280 
 
108. A função de proporcionalidade inversa de kostante K é definida pela expressão do tipo… 











109. Sabendo que a medida da geratriz de um cone é igual a 10 cm e a medida do raio da base é 
igual a 6 cm, logo o volume do cone é… 
a. 113,04 cm3     b. 301,44 cm3 
c. 904,32 cm3     d. 1130,4 cm3 
110. O volume de uma esfera é igual à 113,04 cm3 (𝜋 = 3,14), logo a área da superfície esférica 
é igual à…….cm2(Área superfície de esfera = 4πr2   , Volume de esfera = 4/3πr3) 
a. 18,56       b. 28,26 
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4. Leia atentamente cada pergunta e selecione a resposta que considere correta,sendo essa que deverá 
assinalar na folha de respostas;  
23. Escreva o nome, a sigla do distrito, o número de exame, data de nascimento e sexo, nos quadrados 
correspondentes, com uma cruz (X), deixando um espaço entre cada nome; 
24. Preencha a folha de resposta alápis e carregue, sendo que o uso de corretor é expessamente proibido. 
Em caso de engano, use borracha ou apagador; 
25. Esta prova é constituída por 50 (cinquenta) questões; 
26. Responda a todas as questões com muita atenção; 
27. Informe os vigilantes do Exame Nacional se houver falta de clareza na digitação, estragos  
 ou folhas de exame incompletas; 
28. Se acabar o exame antes do tempo previsto, reveja as suas respostas. 
29. No  final  do  exame  deixe  obrigatoriamente  sobre a mesa, a folha de respostas e a  folha do 
ponto.  
 
-------------- Bom Trabalho ------------ 
  
1a  Chamada 
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ASSINALE COM UM ( X ) A OPÇÃO CORRETA 
1. A época da magia termina por volta de  … 
a. 3800 a 4000 a.c.     b.  4.800 a 5000 a.c. 
c. 2800 a 3000 a.c.     d.  3000 a 3.800 a.c.   
2. Qual é a ciência mais importante para provar os interesses de pré-históricos? 
a. História e Geográfia     b.  Astronómia 
c. Biológia      d.  Matemática 
3. O ser mais importante à face da terra é … 
a. Os ambientes       b.  Os animais 
c. Os vegetais      d.  O homem 
4. A civilização que marca um período de grande evolução do conhecimento em astronomia  no 
século VI a.C. é  … 
a. Egipto       b.  Rússia    
c. India       d.  Grega 
5. O movimento dosplanetas à volta do sol, chama-se … 
a.   Período de rotação     b.  Movimento de translação 
c.   Período de renovação     d.  Movimento de rotação 
6. O período de rotação do planeta Terra éde… 
a. 365 dias      b.  225 dias 
c. 220 dias      d.  243 dias 
7. O modelo mais correto para explicar o sistema solar era o modelo de … 
a. Heliocêntrico      b.  Geocêntrico 
c. Geologia      d.  Geofísica 
8. A pessoa que conseguiu demonstrar o modelo mais correto para explicar os órbitos no sistema 
solar foi … 
a. Claudio Ptolomeu     b.  Newton Kepler 
c. Aristóteles       d.  Copérnicos 
9. Os astrónomos consideram que o universo tema cerca de … 
a. 100 mil milhões de anos    b.  15 mil milhões de anos 
c. 1 mil  milhões de anos    d.  14 mil milhões de anos 
10. Os conjuntos de estrelas chamamospor ... 
a. Constelações       b.  Via lactea 
c. Sistema solar      d.  Estrelas 
11. Quando os valores da velocidade aumentam, diz-se que o movimento é... 
a. Retardado      b.  Acelerado 
c. Recargado      d.  Redação 
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13. Um carro de corrida desloca-se à velocidade de 
h









m555,5       d.  
s
m5,555  
14. Um avião ao deslocar-se na pista adquire uma aceleração constante, cujo valor é de 3m/s2. 
Calcule o valor da velocidade atingida pelo avião ao fim de 5 minutos após a deslocagem! 
a. 900m/s2      b.  900m/s 
c. 30,0m/s      d.  30,0m/s2 
15. Os parâmetros das grandezas de força são o ponto de aplicação, direção, sentido e ... 
a. Capacidade      b.  Velocidade 
c. Força       d.  Intensidade 
16. Os movimentos dos planetas e dos satélites são aplicado pela força… 
a. Gravitacional      b.  Elástica 
c. Elétricas      d.  Magnéticas 
17. Os planetas podem ser principais ou … 
a. Principal      b.  Anões 
c. Grande      d.  Médio 
18. As grandezas básicas são .... 
a. Altura, Largura e comprimento   b.  Densidade, Volume e Pressão 
c. Força, Altura e Largura    d.  Massa, Comprimento e Tempo 
19. A definição para a unidade de grandeza Newton é ... 
a. 9,8m/s2      b.  m/kg2 
c. 1 kg m/s2      d.  100 kg m/s2 
20. Qual é o símbolo da variação da velocidade? 
a. b        b.  V  
c. d        d.  S  
21. Um ambiente onde existam muitos seres vivos diferentes apresentammuitas... 
a. Ambientes      b.  Capacidades 
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c. Seres vivos      d.  Biodiversidade 
22. Os fatores abióticos e bióticos fazem parte da … 
a. Ecossistema      b.  Comunidade 
c. Taxonomia      d.  Fotossíntese 
23. Um conjunto de vários populações de espécie diferentes que ocupam a mesma região geográfica 
e no mesmo intervalo de tempo é … 
a. Ecossistema      b.  Comunidade 
c. Taxonomia      d.  Fotossíntese 
24. A transformação provocada pelo ser humano nos ecossistemas é um impacto de ... 
a. Animais      b.  Terrestre 
c. Aquáticos      d.  Ambiente   
25. A destruição das florestas é a definição de ... 
a. Desflorestação      b.  Biodiversidade 
c. Ecossistema      d.  Ambiental 
26. As aglas fazem parte do reino... 
a. Plantas       b.  Protista 
c. Fungi       d.  Eubacteria 
27. Qual é a árvore considerada típica de Timor-Leste?  
a. Florestas      b.  Rizoma 
c. Rejoides      d.  Sândalo-Branco 
28. As plantas da classe que não têm verdadeiras raízes, caules ou folhas chamam-se ... 
a. Classe musci      b.  Classe filicinae 
c. Classe micas      d.  Classe rijoides 
29. A mimosa nativa de Timor-Leste é uma ... 
a.  Licopódio      b.  Equisetineas 
c. Gimnospermae     d.  Angiospermae 
30. Fator determinante das atividades vitais das plantas é ... 
a. Biodiversidade     b.  Fotossíntese 
c. Organismos      d.  Absorvemos 
31. Um exemplo sobre atividades vitais das plantas é ... 
a. Respiração celular     b.  Distribuição 
c. Morfologia      d.  Flores  
32. A parte da figura que indicadapela seta chama-se ... 
a. Corola  
b. Ovários 
c. Pétala 
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d. Estigma 
 
33. Quando as condições do meio não são favoráveis, os animais podem ... 
a. Comer       b.  Reproduzir-se 
c. Revestimento      d.  Migrar 
34. A alimentação, luz, temperatura e água constituem fatores... 
a. Abióticos      b.  Externos 
c. Internos      d.  Bióticos 
35. O ser humano é um organismo completo, constituído por ... 
a. Tecidos      b.  Sistemas de órgãos 
c. Células       d.  a,b e csão certos 
36. A parte da Terra em que existe todos os seres vivos chama-se ... 
a. Atmosfera       b.  Terra 
c. Lua        d.  Biosfera  
37. Evolução significa que um organismo transforma, com o... de tempo. 
a. Mudança      b.  Seres vivos 
c. Etapas       d.  Carácter 
38. Como se chama a parte desta célula?  





39. Os animais e vegetais que tem núcleosão ... 
a. Procarióticas       b.  Membranas celulares 
c. Procariontes      d.  Eucarióticas 
40. Os restos ou vestígios de seres vivos que surgiram em períodos anteriores são chamados ... 
a. Fósseis       b.  Materiais  
c. Evolução      d.  Sintéticas 
41. Uma longa sequência do DNAchama-se ... 
a. Cromossoma       b.  Pessoa 
c. Indivíduo       d.  Ecossistema 
42. O DNA é o material básico de ... 
a. Tecidos      b.  Biodiversidade 
c. Hereditariedade      d.  Herbíferos  
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43. Os materiais podem ser reduzidos a pequenos corpúsculos indivisíveis a que se chama ... 
a. Particulares       b.  Moléculas  
c. Materiais      d.  Átomos 
44. No núcleo dos átomos encontram-se ... 
a. Dois tipos de partículas    b.  Três tiposde partículas 
c. Quatro tiposde partículas    d.  Cinco tipos departículas 
45. Quando o número de protões é igual ao número de eletrões, um átomo é eletricamente ... 
a. Positivo       b.  Neutro 
c. Negativo      d.  Mais ou menos 
46. Dois átomos com o mesmo elemento e com o mesmo número atómico, mas diferente número de 
massa é chamado... 
a. Atómicos      b.  Neutrões 
c. Isótopos      d.  Protões  
47. Uma molécula da água é constituído por ... 
a. Oxigénio e hidrogénio     b.  Hidrogénio e carbono 
c. Oxigénio e carbono     d.  a, b e c são certos 
48. As substâncias de partida, que existem antes de ocorrer a reação química, chamam-se ... 
a. Reagentes       b.  Reações  
c. Relações       d.  Reclamação 
49. O elemento que é precisa para combustão é …  
a. Carbono      b.  Hidrogénio 
c. Oxigénio      d.  Água 
50. A fórmula química do dióxido de carbono é ... 
a. C2  O2       b.  C2O 
c. CO2       d.  2CO 
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5. Leia atentamente cada pergunta e selecione aresposta que considere correta,sendo essa que deverá 
assinalar na folha de respostas;  
30. Escreva o nome, a sigla do distrito, o número de exame, data de nascimento e sexo, nos quadrados 
correspondentes, com uma cruz (X), deixando um espaço entre cada nome; 
31. Preencha a folha de resposta com lápis e carregue, sendo que o uso decorretor é expessamente 
proibido. Em caso de engano, use borracha ou apagador; 
32. Esta prova é constituída por 60 (sessenta) questões; 
33. Responda a todas as questões com muita atenção; 
34. Informe os vigilantes do Exame Nacional se houver falta de clareza na digitação, estragos  
 ou folhas de exame incompletas; 
35. Se acabar o exame antes do tempo previsto, reveja as suas respostas. 
36. No  final  do  exame  deixe  obrigatoriamente  sobre a mesa, a folha de respostas e a  folha do 
ponto.  
 
-------------- Bom Trabalho ------------ 
  
1a  Chamada 
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ASSINALE COM UM ( X ) A OPÇÃO CORRETA 
 
 
1. O Primeiro homem moderno do qual setem notícia de 10 mil anos é ... 
a. Homo sapiens     b. Macaco 
c. Homem de java     d. Australophitecus 
2. A idade da pedra lascada é o período mais longo da História também conhecido como ... 
a. Paleolítico      b.  Mesolítico 
c. Neolítico      d.  Idade dos metais 
3. Ao período entre 8.000 e 4.000 a.C., que corresponde aoinício da metalurgia e o desenvolvimento 
da agricultura, dá-se o nome de ... 
a. Paleolítico.      b.  Mesolítico. 
c. Neolítico.      d.  Idade dos Metais 
4. As épocas da História que variam segundo o parâmetro que cada civilização utilizachamamos... 
a. A Contagem dos tempos    b.  Divisão do período 
c. Aparecimento do homem    d.  Formação do povo 
5. O calendário que foi criado por ordem de Júlio César é de ... 
a. Primeiro calendário     b.  Calendário Juliano 
c. Calendário Gregoriano     d.  Calendário cristão 
6. O período que vai do surgimento do homem na terra há cerca de 3,5 milhões de anos até o 
aparecimento da escrita por volta de 4.000 anos a. C é ... 
a. Pré-história      b.  Antiguidade 
c. Idade média      d.  Idade moderna 
7. Ao período entre a queda do Império Romano do Ocidente (séc. V), a tomada de Constantinopla 
pelos turcos otomanos (1453),e a Revolução Francesa em 1789 dá-se de... 
a. Pré-história      b.  Idade média     
c. Idade moderna      d.  Idade contemporânea 
8. Uma designação genérica dada a grupos étnicos que vivem entre a Austrália e os arquipélagos da 
Melanésia, Micronésia e Polinésia é ... 
a. Austronésias      b.  Melanésios 
c. Polinésios      d.  Aborígines 
9. As danças populares de Timor-Leste consistem em movimentos de grupos que são ... 
a. O tebedai       b.  O Lorosa’e 
c. Poco-poco      d.  Disco 
10. As línguas faladas nas ilhas do pacífico pertencem maioritariamente à família ... 
a. Austronésia      b.  Malaio-polinésia 
c. Indo-Europeu      d.  Neolatino 
11. O grupo melanésio é formado por dez conjuntos distintos com o total de cerco de ... 
a. 20 línguas      b.  45 línguas 
c. 10 línguas      d.  35 línguas 
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12. A mesopotâmia conhecida como ... 
a. O berço da civilização     b.  Período pré-história 
c. Idade média      d.  Período contemporânea 
13. Um conjunto de conceçõesreligiosos, sociais e políticas oriundo do vedismo, primitiva de religião 
dos hindus é ... 
a. Os fenícios      b.  O governo 
c. Período épico      d.  O Bramanismo 
14. As expedições militares organizadas pelos cristãos europeus desde o final do século XI é ... 
a. As cruzadas       b.  Feudalismo 
c. Economia feudal     d.  Sociedade feudal 
15. As primeiras referências sobre Timor vêm de escritos chineses de ... 
a. 1515       b.  1225 
c. 1514       d.  1975 
16. A revolta de Manufahi comandada pelo Liurai Dom Boaventura contra os Portugeses foi acontecida 
no ano ... 
a. 1719       b.  1769 
c. 1860       d.  1912 
17. Os missionários portugueses dominicanos estabeleceram-se primeiro nas ilhas de solor e flores 
passando depois para a vizinha ilha de Timor em ... 
a. 1561       b.  1512 
c. 1514       d.  1515 
18. Em 1769, a capital Timor português “LIFAU” foi transferida para ... 
a. Díli       b.  Baucau 
c. Ataúro      d.  Balibó 
19. A galáxia mais próxima da nossa via láctea é a galáxia de ... 
a. Meteoritos       b.  Andromeda 
c. Cometas      d.  Planetas 
20. O sistema solar é composto de uma estrela comum, que nos chamamos de ... 
a. Sol       b.  Os planetas 
c. Cometas      d.  Meteoritos 
21. O contrário dos planetas que são relativamente grandes e têm órbitas praticamente circulares são  
a. Cometas       b.  Meteoritos 
c. Planetas      d.  Galáxia 
22. A terra tem à sua volta uma camada de ar muito estreita a qual chamamos de ... 
a. Meteoritos      b.  Sol 
c. Atmosfera      d.  Galáxia 
23. O movimento da Terra em sua órbita elíptica em torno do sol e vai resultar nas quatro estações do 
ano e no movimento das marés refere-se ... 
a. Rotação e translação     b.  A Translação 
c. A rotação       d.  A Terra 
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24. A extensão de Terra cercada de água por todos os lados menos um pelo qual se liga ao continente 
é ... 
a. Continente      b.  Ilha 
c. Arquipélago      d.  Península 
25. O limite entre dois países ou seja quando um país é vizinho de outro é ... 
a. Ilha       b.  Arquipélago 
c. Península      d.  Fronteira 
26. Quando a lua está exatamente entre o sol e a Terra existe ... 
a. Eclipse do sol      b.  Eclipse da lua 
c. Lua nova      d.  Lua cheia 
27. A forma esférica de representação num plano na realidade é ... 
a. O globo terrestre     b.  O planisfério 
       c. Coordenadas geográficas    d.  Paralelos 
28. As linhas imaginárias que determinam a latitude são ... 
a. Paralelos      b.  Meridianos 
c. Globo Terrestre     d.  Planisfério 
29. Timor-Leste localiza-se no ... 
a. Médio Oriente      b.  Extremo Oriente 
c. Sul da Ásia       d.  Sudeste Asiático 
30. Uma grande extensão de Terras Planas é ... 
a. Planície      b.  Planalto 
c. Montanha      d.  Cordilheira 
31. Uma grande e natural elevação do solo é ... 
a. Planície      b.  Planalto 
c. Montanha      d.  Cordilheira 
32. O Altitude máxima do monte Ramelau é de ... 
a. 2.963m      b.  2.380 m 
c. 2.100m      d.  8.848 m 
33. A Altitude máxima do monte Cablaque é de ... 
a. 2.963 m      b.  2.380 m 
c. 2.100 m      d.  8.848 m 
34. A massa de àguas salgadas do globo terrestre é ... 
a. Canal       b.  Mar 
c. Lagoa       d.  Rio 
35. O território de Timor-Leste foi dividido administrativamente em ... 
a. 27 Distritos      b.  498 Distritos 
c. 13 Distritos      d.  15 Distritos 
36. Um líquido escuro acastanhado, de consistência oleosa, de cheiro desagradável originando-se da 
decomposição de animais e vegetais marinhos é ... 
a. Petróleo      b.  Gasolina 
c. Gasóleo      d.  Gas 
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37. A organização tratado do atlântico norte (OTAN, e em inglês NATO) foi criada em ... 
a. Setembro de 1954     b.  Abril de 1949 
c. Maio de 1955      d.  Março de 1947 
38. A ONU (Organização das Nações Unidas) foi criada em ... 
a. Março de 1947       b.  Abril de 1949 
c. 24 de outobro de 1945     d.  8 de setembro de 1954    
39. O sputinik – 2 foi lançado em ... 
a. Julho de 1945      b.  Janeiro de 1958 
c. Janeiro de 1958     d.  Novembro de 1957 
40. Em 1961 os Estados Unidos criou o programa espacial Apollo, que em 1969 levou os astronautas 
estadunidenses até a lua ... 
a. Neil Armstrong  e Edwin Adrian   b.  Yuri Gagarin 
c. Laica       d.  John Kennedy 
41. O muro de Berlim foi construido em ... 
a. 1961       b.  1949 
c. 1948       d.  1961 
42. A revolução cubana aconteceu no ano ... 
a. 1989       b.  1970 
c. 1961       d.  1959 
43. O presidenteda Indonésia pressionado pela opinião pública internacional e ONU, apresenta a 
primeira proposta de conceder autonomia a Timor-Leste é ... 
a. Soeharto      b.  B.J. Habibie 
c. Megawati      d.  S.B. Yudoyono 
44. O resultado da consulta popular com a maioria de 78,5% dos votos, que a população de Timor-
Leste escolheu pela Independência foi anunciado em ... 
a. 4 de setembro de 1999     b.  30 de agosto de 1999 
c. 16 de junho de 1999     d.  06 de agosto de 1999 
45. Os últimos representantes do governo da Indonésia partiram para Jakarta no dia ... 
a. 30 de agosto de 1999     b.  30 de outobro de 1999 
c. 4 de setembro de 1999     d.  16 de junho de 1999 
46. A Fretilin declarou unilateralmente a Independência de Timor-Leste no dia ... 
a. 7 de dezembro de 1975     b.   28 de novembro de 1975 
c. 25 de abril de 1974     d.  12 de novembro de 1991 
47. A masacre de Santa Cruz aconteceu no dia ... 
a. 28 de novembro de 1975    b.  25 de abril de 1974 
c. 12 de novembro de 1991    d.  07 de dezembro de 1975 
 
48. O conselho de segurança da ONU, estabeleceu formalmente a UNAMET (Missão das Nações 
Unidas em Timor-Leste) no dia ... 
a. 30 de agosto de 1999     b. 4 de setembro de 1999 
c. 11 de junho de 1999     d.  07 de outobro de 1999 
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49. A Ásia é o maior continente da Terra, com ... da superfície planetária ... 
a. 8,6 %       b.  7,6 % 
c. 9,6 %       d.  6,6 % 
50. Esta região  é muito marcada pelos conflitos entre Palestinos e Judeus ... 
a. Sul da Ásia      b.  Sudeste Asiático 
c. Extremo oriente     d.  Médio oriente  
51. O cristianismo é oriundo do ... 
a. Médio oriente      b.  Antiga Palestina  
c. Índia       d.  China 
52. A oceania é também conhecida como ... 
a. Novissimo continente     b.  Micronésia 
c. Austronésia      d.  Polinésia 
53. A Micronésia significa ... 
a. Pequenas ilhas      b.  Muitas ilhas 
c. Ilhas dos negros     d.  Arquipélago 
54. A Nova Zelândia possui uma área territorial de ... 
a. 270.000 km2      b.  7,6 milhões de km2 
c. 8,4 milhões de km2     d.  8,6 milhões de km2  
55. A Europa apresenta uma altitude média de ... 
a. 440 m      b.  340 m 
c. 540 m       d.  240 m 
56. A Europa central é conhecida também como ... 
a. Centro geoeconômico da Europa   b.  Países Nórdicas 
c. Palco da Guerra da ex-Iugeslávia    d.  Nações provindas 
57. O Banco Internacional de reconstrução e Desenvolvimento (BIRD) é conhecido também como.. 
a. Banco Mundial     b.  ONU 
c. UNICEF      d.  UNHCR 
58. A União Europeia foi criada em 1957 por seis Países da Europa ocidental com a assinatura do 
tratado de ... 
a. Roma       b.  Bélgica 
c. Bruxelas      d.  Portugal 
59. Auxiliar as crianças de todo o mundo é o objectivo de ... 
a. UNICEF      b.  WHO 
c. UNESCO      d.  IMF 
Timor-Leste é membro da ONU desde ... 
a. 4 de setembro de 1999     b.  30 de agosto de 1999 
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